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戦中・戦後の学院のまとめ役

関東学院大学文学部『紀要』第 19 号（1976 年）「清
水武先生古希記念特集」に、清水は「私の略歴」を寄
稿している。清水は寡黙で自分のことをあまり語らな
い人なので、編集者がご自身に執筆を御願いしたので
あろう。

その中で清水は関東学院中学部に赴任したいきさつ
を書いている。これに基づいて、関東学院に来るまで
の経由をたどってみよう。

清水は「昭和 14 年 4 月、故、坂田祐先生（当時中学
部長）の要請により関東学院中学部の紛争解決のため、
教頭として招かれた」という。

日本が急激に軍国主義化した時期のことである。国
家権力の介入が教育の現場にもあからさまに見られた。
ここに言及された「中学部の紛争」については、今で
は詳しくはわからないが、この時期に旧制専門学校の
社会事業部と神学部の学生が大量逮捕され、やがて学
生たちは他の学校に吸収されて、これらの学部が閉鎖
された。しかもアメリカ・バプテスト本部からの外国
人教師たちが帰国させられ、アメリカからの財政支援
も困難になり、中学部の経営もきびしい状態に陥って
いた。この時期に清水は中学部教頭として内部を固め、
外部からの寒風に耐えるために日夜奮闘した。

戦争が終わって、今度は清水は戦後のインフレの中、
焼け跡からの学校再建のために精力を注がねばならな
かった。清水は「昭和 23 年、学制改革に際して、同
中学校長となる。・・・同 26 年 4 月、同高等学校長を
兼任」した。ここでも清水は淡々と履歴のみを記すが、
その背後には血のにじむような苦労があったことを推
察しなければならない。

戦災からの復興と学制改革後の整備と充実の任務を
終えて後に、次に清水は「昭和 29 年 4 月―38 年 10 月、
学校法人関東学院、財務理事ならびに評議員にえらば
れ、大学運営について、大学当事者と資金の苦労をと
もにした」と記している。清水が 10 年間の長きに渡り、
学校法人の財務担当理事を務めたことに敬意を表さな
ければならない。清水はここでも淡々と自分の履歴を
記すが、この約 10 年間の経営は順風満帆ではかった。
当時の関東学院大学は小規模であり、キャンパスの施
設も貧弱であった。教職員の給与も滞りがちであった。
しかも今日のような公的助成が確立してはいなかった
時期のことである。

戦中・戦後のきびしい時代に、中学部教頭、後に中
学・高等学校校長、さらに財務理事をまかされたのは、
清水が信頼のおける堅実な人物であったからである。
清水はいわば激動の時代の陰の功労者であった。

戦後の窮乏と混乱の時代に、清水は入学式・卒業式・
礼拝などの時間における校長としての生徒への講話を
大切な使命にしていた。ある教員は清水校長が「歴代
校長の中で、もっともすぐれたお話をされた」と述懐
したことがある。

生い立ちと前歴

清水は 1904（明治 37）年 10 月 26 日に横浜に生ま
れた。本籍地は横浜市鶴見区馬場町であった。清水は
1919 年に中学関東学院第一回生として入学した。清水
は初代の学院長であった坂田祐の「人になれ　奉仕せ
よ」の校訓を直接に聞いたのである。

中学部卒業後、清水は当時は旧制専門学校であった
青山学院文科英文科に進学し、1928（昭和 3）年 3 月
に同校を卒業した。同年 7 月にカリフォルニア州バー
クレー市にあるパシフィック・スクール・オブ・レリ
ジョン（大学院）に留学した。この学校は 1866 年創立
で、その名の通り諸宗教研究に門戸を開いている。今
日では周辺の八つの神学大学院とコンソーシアム（連
合体）を構成している。アメリカ・バプテスト西部神
学大学院（American Baptist Seminary of the West）
もこれに加わっている。そこで清水は「バッカム教授
の下で、キリスト教倫理学を学び、プラトーン哲学に
関心をもつ」に至ったという。ジョン・ライト・バッ
カム（John Wright Buckham 1841-1945）は 1903 年か
らここで教鞭をとっていた。1930 年 5 月に清水はここ
で「マスター・オブ・アーツ」の学位を取得した。

さらに清水はドイツに赴いて、ベルリン大学で 3 ヶ
月のドイツ語研修を経て、1930 年 10 月にハイデルベ
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ルク大学哲学部に正式の学生として入学した。2 年後
の 1932 年 10 月には「カンディダトゥス・フィロソフ
ィエ」（Candidatus Philosophiae ドイツの大学におけ
る博士号取得論文提出資格）を取得した。ハイデル
ベルグ大学では、清水はハインリッヒ・リッケルト

（Heinrich Rickert 1863-1936）、エルンスト・ホフマン
（Ernst Hoffmann1880-1952）、ヘルマン・グロックナ
ー（Hermann Glockner 1896-1979）、カール・ヤスパ
ース（Karl Jaspers 1883-1969）、その他の教授たちの
指導のもとで学んだ。清水の記述によれば、「組織哲
学、ギリシア哲学、ヘーゲル哲学、哲学史、ドイツ文
学、古典語などを学習」したという。当時のドイツは
第一次大戦後のことで、周辺諸国への賠償問題をかか
えており、極度のインフレに苦しんでいた。しかしこ
の時期には、アメリカや、日本からのお金が有効に活
きており、その恩恵に浴して、多くの研究者や、学生
がドイツで研究する機会を享受できた。ドイツでの研
鑽後、清水はフランス、イタリヤを旅して、美術を研
究し、翌年、1933 年 1 月に帰国した。

同年 12 月から広島女学院専門学校（今日の広島女
学院大学）教授に就任した。担当科目は英文学および
ドイツ語であった。彼は 2 年 3 ヶ月の勤務の後、逓信
省電務局で外国制度の調査を命じられた。この任務を
2 年 2 ヶ月つとめた後、清水は 1939 年 4 月に関東学院
中学部教頭に就任したのである。

研究者として

富田富士雄（関東学院元学院長・文学部元教授）が
上掲の『紀要』に「先輩清水武さん」と題してエッセ
イを寄稿している。そこには清水と富田との結びつき
や、清水の思想的背景が紹介されている。清水の哲学
論文はとても難解なので、富田の言葉を借りて紹介し
てみたい。
「清水さんは、・・・旧制の関東学院中学部（清水さん

のときは中学関東学院）で、一方は 1 回生、他方（富
田）は 6 回生だったので、二人は同時に在学したこと
はなかった。しかし、同じ教会で礼拝に出席したこと
などから知りあい、専門はちがっても二人とも学究と
して進み、母校の関東学院で教えるようになり、最後
には文学部に属し、そしていまは、共に定年になって
いる。このように、少年時代から定年後の現在に至る
まで、わたしはなにかにつけ清水さんから教えられて
きたのである。

清水さんは哲学、わたしは社会学で専門は違ったが、
どちらも清水さんがハイデルベルク大学で師事したリ
ッケルト教授のいう文化科学である。リッケルトの著
書『認識の対象』や『文化科学と自然科学』は私も学
生時代に読み、また社会科学方法論の講義の際などに
も、これを取り上げてきたので、清水さんからリッケ
ルトの話を興味深く聞いたことがある。このリッケル

トが、私の最も影響を受けた日本の哲学者三木清のこ
とをほめていたということも面白かった。」
「そして帰国後、まもなくして、クルト・ジンガーと

共著の『プラトーンの国家像』を訳して三省堂の「ひ
とと学説」叢書の一冊として出版された。私もこれを
読んで、清水さんが、アリストテレスではなく、プラ
トーンにひかれ、そのためにアメリカからドイツに渡
り、それを生涯のテーマとされたことが、清水さんの
人柄と結びつけて、わかるような気がしたのであった。

この『プラトーンの国家像』の「まえがき」で清水
さんは次のように言っている。『プラトーンは東洋的
な瞑想の哲人でも、西洋的な体系的な哲学者でもない。
神秘によってのみ人間存在の背後を視ようとするもの
でも、数学者の言葉のみで世界を解明するのでもない。
智を愛する者（フィロソフォス）とは思惟を基礎付け
る真理、人間の生活に規範を与える所のものを把握す
る人の謂である。従って、彼は詩人の表現と数学者の
言葉を自由に取り交ぜてわれわれに呼びかけている』
と。」

クルト・ジンガー（Kurt Singer 1886-1962）はドイ
ツの経済学者・哲学者であった。ハンブルク大学教授
であったが、1931 年から 1935 年まで東京大学客員教
授、1936 年から 1939 年まで仙台にあった旧制第二高
等学校のドイツ語教師を勤めた高名な学者である。清
水は在日中のジンガー教授と交流を持ち、共同執筆と
翻訳を担当したのであった。ジンガー教授は父親がユ
ダヤ系であったため、ナチス＝ドイツと連携を深めた
当時の日本政府によって第二高等学校の職を解雇され
た。その上、反ユダヤ主義政策のドイツに帰国できず、
オーストラリアの大学で教えていたが、1962 年にギリ
シアのアテネで客死した。

富田によれば、「（清水は）また詩や絵画芸術を愛し、
それを通して物を見る人でもある。芸術に対して豊か
な感覚をもち、また自分でも絵をかいている」という。
ここに清水の自画像を掲載することにした。

ここで富田は、水船六洲について触れている。旧制
の関東学院中学部や、関東学院小学校に学んだ者は美
術教師の水船を思い
出すことであろう。
「関東学院小学校

長に日展審査員の水
船六洲氏を招き、そ
の芸術家としての理
想を小学校教育に自
由に発揮させようと
したのも、清水さん
の芸術を愛するここ
ろのあらわれだった
といえよう。」

1952 年 4 月に関東
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学院小学校三春台分教
室が開設された。1953 年
3 月から関東学院小学校
として独立、六浦校地の
本校は関東学院六浦小
学校と改称した。当時の
小学校校長は坂田祐、そ
のもとで、最初は水船が
主事として坂田を補佐
した。1961 年から 1963
年まで清水が中学・高等
学校長のまま小学校長

を兼務したこともある。水船は 1961 年 9 月から 1962
年6月までアメリカ合衆国ヴァーモント州マールボロ・
カレッジにおいて版画を指導した後、帰国して小学校
長に就任した。この人事は清水が強く推したことによ
ると富田は理解している。
「清水さんは、青山学院の学生時代に、團伊能の美術

史をきき、また、その教材の準備を手伝った。これが
清水さんの芸術的感覚・精神を養うのに非常に役立っ
たとのことである。清水さんはこのように青年時代か
ら芸術を愛していた」とも富田は記す。

團伊能（1892-1973）は東京帝国大学助教授を務めた。
美術史学者、実業家、戦後は参議院議員になったこと
もある。作曲家の團伊玖磨はその長男である。清水は
青山学院時代にこのような超大物に出会い、大きな影
響を受けたことになる。

富田はさらに清水の色彩感覚に注目する。
「清水さんが校長をしていた時、校舎の新築や改修に

当たって色彩に非常に気を配り苦心したことを聞かさ
れて、私は校長としてそんな細かいことに気を配らな
くてもよさそうに思ったが、清水さんの芸術的感覚に
はそれが見逃せられなかったのであろう。」

清水はヤスパースの講義を熱心に聴講したという。
これについても、富田は清水から興味ある情報を聞い
ている。
「清水さんがハイデルベルクで師事したのは、前にも

述べたようにリッケルトであったが、それよりも一層
関心をもって熱心にきいた講義はヤスパースのそれで
あったとのことである。ヤスパースは、当時は日本で
は未だそれほど知られていなかった。清水さんの話に
よれば、リッケルトは、ヤスパースをあまり高く評価
していなかったのである。ヤスパースは日本でもその
後、実存主義の代表的哲学者として非常に有名になり、
その著書は多く翻訳されて読まれている。清水さんが
その時聴いたヤスパースの講義は、後に『現代の精神
的状況』として出版されたものである。」（この原著ド
イツ語版は 1931 年、邦訳は飯島宗享訳により 1971 年
に理想社から出版された。）

富田はこう付け加える。「ヤスパースがその哲学的立
場から、現代の機械文明や、大衆社会的状況等を論じ
た講義が、清水さんに深い感銘を与えたということは、
清水さんが、哲学者として現代の歴史的動向に対して
常に鋭い洞察をするひとであることと結びついている
ように、私には思われる。」

清水はアメリカでは 1929 年の大恐慌のために、失業
者が町にあふれる悲惨な状況を目撃した。次にドイツ
では第一次大戦後の言語に絶する混乱とナチズムの軍
靴の音が近寄ってくるのをひしひしと感じて、帰国し
た。そして日本においてファッシズムと軍国主義が跋
扈する時代に、彼自身が若者を教育するという困難な
役割をになうことになった。

富田は清水が『プラトーンの国家像』改訂版（1943
年）の結論の章に書いた言葉に注目している。
「その結論の章は、清水さんが書いたものだが、私は

そこに次のような言葉をみた。『自己にゆずられた遺産
を、常に新しく、永遠に若き誇りをもって保ってゆく
為には、その価値あるものを新しき時代の火に投じて
浄化しなければならない。』（228 ページ）また『伝統
とは創造を続けることであって、古きものをそのまま
持続するということではない・・・昨日の創造は今日
の伝統であり、今日の創造は明日への伝統となる。過
去を創り、現在を創り、未来を創るのが真の伝統であ
る。最も重要なことは生命を失わないことである。』

（232 ページ）」

清水は枯渇し、化石となった伝統の継続でなく、新
しい生命にみちた創造的伝統の継承を目指したのであ
った。

富田は清水の教育者としての対話と寛容の姿勢につ
いても注目して、こう述べている。
「清水さんはプラトーンの学徒らしく、対話を好み、

対話の人であった。これは教育者に必要なことであろ
う。清水さんが学生とも対話をした。これは大学紛争
のときでもそうであった。自分は平均点で学生をみな
い、と清水さんは言った。学生ひとりひとりの特質を
みて話しあうのである。これが教育だろうと私は思っ
た。」

富田は清水の中に哲学者の冷静さと達観を見出して
いる。
「清水さんは、いつも静かに語りかけてきたが、多く

の場合、きわめて痛烈な、時にはそれは皮肉とも感じ
られた。しかし、そのなかにも温かさはいつもあった。
私は清水さんと話しあって、反論したときでも、いつ
も爽やかな感じをもったものである。」

筆者も清水の講義を受けたことがある。大学院の授
業で、3 人だけの受講生であった。ドイツの哲学者、イ
ンマヌエル・カント（1724-1804）の著作を学生に読ま
せて、それについて丁寧なコメントをしてくれていた
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ことを覚えている。一度、立派な西洋館のお宅に招待
されて、しかも決して食べることのできないような高
級なフランス料理のコースをごちそうになった。確か
に清水は学生たちを紳士として扱ってくれていたので
あった。

「人格の発見こそ、現代の課題である」

これは 1955 年 3 月 1 日に行われた関東学院高等学校
の卒業式における清水の式辞タイトルである。清水自
身が語るところの、時代を洞察して若者を鼓舞して止
まない、格調高い、貴重な文章に触れていただきたい。
しかもこれは 3.11 の「フクシマ」の影を背負う私たち
に語りかけていることにもなる警鐘として注目したい。

「本日ここに関東学院高等学校第七回卒業式をあげ、
二三六名の希望に溢れた諸子をこの丘の上より送るに
あたって、私の考えの一端を述べ、諸子の卒業を祝う
言葉といたします。

諸子は一九四九年（昭和二四年）四月、中学生とし
て入学、それ以来、六ヵ年の年月をひたすら学業にい
そしみ、今日の栄えある日を迎えましたが、それは第
二次世界大戦の後始末の時代でありました。

人類の思想が大きくゆらぎ、国民の経済が不安定の
状態に置かれ、政治思想の対立が原子爆弾という現代
の魔法の杖によって更に激しくなり、一つの国家の集
団は、今ひとつのその集団と相対しながら、平和を保
たなければならないという時代でありました。

人類は平和を実現するために、最も非人道的な手段
を常に用意しています。一個の水素爆弾は七千キロ平
方に存在するあらゆる生命を一瞬の瞬間に奪うことが
可能になりました。

私はこのような時代が文化的であるとみなすことが
出来ません。脅迫観念によって、人間はみずからのつ
くり出す黒い影におびえています。こうした政治的不
安と恐怖の感情こそ現代の象徴であり、われわれはこ
のような世界に在ることを否定することはできません。
しかしまた、このような世界を成り行くままに眺めて
いる傍観者の立場にみずからを置いて満足すべきでは
ありません。われわれの使命は、現代という時を批判
することではなく、それを正しい角度に向きを変える
ことでなければなりません。批評家となることではな
く実行者となることこそ、若い世代の誇りでなければ
なりません。

産業革命は古い封建時代の生産の方法に大きな刺激
をあたえて、新しい市民社会を形成することによって、
人間の歴史においては一つの偉大な飛躍の時代を実現
しました。人々はこのことが人類の社会をより幸福に
するであろうと予想したのでしたが、それは人間精神
の革命を成し遂げる事が出来ませんでした。

機械の力、原子のエネルギーはわれわれが身近に経

験したように、その力を発見した人類に向かって破滅
の戦いをいどんでいます。今日の世界は『生きながら
えるか、滅びるか』という二つの分かれ道に置かれて
います。

人間の精神的な歩みが如何に遅く、かつその目標が
明らかに示されていないかは、今日の精神状況のあら
ゆる出来事によって知ることが出来ます。六千年前の
エジプトの王家に伝えられた道徳観は、今日の社会に
何らの修正を要することなく適合します。キリストの
言葉は、二千年のときの隔たりを感じさせません。何
故に彼らの言葉は現代の良心を鋭く刺すトゲを有して
いるのでありましょうか。

現代の文化は二重の翼をもっているピカソの女人像
のごとく、善と悪、青ざめた友情と色彩はなやかな悪
魔の仮面を着けています。人格を失ってしまった人間
はすぐれた特性を自己のうちに包みながら、自らが作
り出した物質のドレイになっています。人格の発見こ
そ現代社会の最も重要なことであり、明日への課題で
あります。
『人になれ』ということは、諸子の未来への扉を拓く

鍵であります。それはまたすべての人類の在り方に関
する問題であります。人間革命の主体は新しい人格の
誕生であります。この人格が生まれなかったら、個人
の一生はまことに生より死へ至る道であり、人類は己
の愚かさを繰り返して、自滅するでありましょう。わ
れわれの人生は機械の部分品のごとく容易に他のもの
と交換することが出来たり、捨て去ることが出来るも
のではありません。

われわれの一生は唯一回限りの人生であります。む
なしい時の経過として待つことなく、人間をみずから
のうちに意識し、生活することが人になることであり
ます。

私は今、この丘を下り、後を振り向くことなく消え
て行く諸子の姿を思います。大きな希望をいだいて前
進をつづけて行く諸子の足音、あるいはまた家庭の設
計を夢見つつある諸子のまなざしの輝いているのを見
出します。諸子の未来の眺望がどのようなものであっ
たとしても、この丘における六ヵ年の生活が、諸子に
とっては永遠に若い熱情の泉となることを期待してい
ます。いかなる運命によっても、ひるむことなく、確
固とした意思をたかめ、つねに真理を追い求める力を
自己の生活の根本に貯えることを願って止みません。

卒業生諸君、この日が諸子の望みと喜びにみちた人
生の第二の出発となることを願い、前途に神の祝福を
祈ります。」
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大学葉山セミナーハウス（以下「セミナーハウス」
と称す）は、1980（昭和 55）年 5 月 31 日に竣工され
た。文字どおり大学の少人数教育、研究のための宿泊、
研修施設として利用された。大学の教職員、学生だけ
でなく、学校法人関東学院の役員、幼稚園から高校ま
での教職員、園児、児童、生徒そして法人事務局の職
員も利用した。コミュニティーからの参加があった葉
山町主催、関東学院大学・大学生涯学習センター・大
学人文科学研究所後援の葉山町民大学、外国からの参
加もあった関東ポエトリ・センター主催「ポエトリ関
東セミナー」等の会場として利用され、地域貢献の一
翼も担った。

 そのセミナーハウスが、33 年間の役割を終え、2013
年 3 月 31 日付で閉館された。この機会にその存在の記
録を『学院史資料室ニューズ・レター』に遺すべきと
考え、その No.17 に特集を組んだ。

セミナーハウス施設・備品で後世に遺されるものは、
「人になれ　奉仕せよ」と刻まれた定礎石、入口の看板、
大研修室の壁に埋め込まれていたステンドグラス等で

ある。特にステンドグラスは修復され、将来に建設さ
れる建造物に設置される予定である。

1980 年竣工当時、企画担当常務理事の金子三郎氏
から口頭で筆者が聞いたことだが、セミナーハウスに
設けられた個室の数は、1976 年に米国リンフィール
ド大学（以下「リ大」と称す）と関東学院大学（以下

「KGU」と称す）との間で締結された教育交流協定に
より定められた交換留学制度の下で来学するリ大生の
人数 15 名を基準にして 18 室を企画されたという。そ
してそのとおりに建設された。リ大とKGUとの学生の
交換留学プログラムは、1980 年から始まり現在に至っ
ているが、葉山セミナーハウス利用の観点から言えば、
1980 年から 2011 年 12 月まで継続して使われた。当初
は、8 月～ 12 月の 5 ヶ月間セミナーハウスで生活した。
最大 16 名、交換留学生だけでも 288 名が利用した。但
し、期間途中に長・短期のホームステイプログラムに
より日本人家庭宅で過ごした。また、2005 年からは提
携した別の大学からの留学生もリ大生とともに利用し
た。その利用者数は、37 名である。この交換プログラ
ム前には約 3 ～ 4 週間の短期研修で来学した学生と引
率教員もあり、冬期に Japan Study Tour（集中講義）
により 1 回に 15 名程度のリ大生と引率者 1 名がセミナ
ーハウスを利用したことも数回あった。

関東学院法人事務局施設部に保管されていたセミナー
ハウスの図面および竣工当時の写真の一部を掲載する。

キリスト教教育の特色として挙げられるのは、一人
ひとりを名前をもって覚え、大切にする教育である。そ
の延長線上に少人数教育がある。そのシンボルはセミ
ナー教育であると思う。その意味で、葉山セミナーハ
ウスは、キリスト教の精神を建学の精神とする本学院
の教育にとって重要な役割を果たしたと言えよう。

今号には紙幅の都合ですべてを記すことはできない。
そこで次の三つのことを記述して記録に留めたい。

関東学院大学葉山セミナーハウス閉館にあたって
―葉山セミナーハウスの初利用者、最多日数宿泊者として―

学院史資料室　事務室長　瀬 沼 達 也

関東学院大学葉山セミナーハウス役職者一覧
No. 氏名 部署名 役職名 任期（西暦）年月日 備考
1 鈴木　治郎 葉山セミナーハウス 支配人 1980年4月1日～1989年3月31日
2 上川　信雄 葉山セミナーハウス 司厨士長 1980年10月1日～1993年3月31日

3 林　　和利 葉山セミナーハウス運営課 課長 1989年4月1日～1991年10月31日 1988年10月1日～1989年3月31日
葉山セミナーハウス支配人補佐（課長代理）

4 小林　徳平 葉山セミナーハウス 館長 1991年4月1日～1994年3月31日
5 北村　　亘 葉山セミナーハウス運営課 課長代理 1991年11月1日～1994年3月31日
6 野呂　聖希 葉山セミナーハウス 司厨士長 1993年4月1日～2002年3月31日
7 前田　　敏 葉山セミナーハウス 館長 1994年4月1日～1996年3月31日 課長兼務
8 高嶋　八郎 葉山セミナーハウス運営課 課長 1996年4月1日～2005年3月31日
9 大野　功一 葉山セミナーハウス 館長 2003年6月1日～2005年12月18日

10 林　　和利 葉山セミナーハウス運営課 大学長付
（葉山セミナーハウス運営課担当） 2005年4月1日～2007年3月31日

11 松井　和則 葉山セミナーハウス 館長 2006年6月1日～2009年12月18日

12 林　　和利 葉山セミナーハウス運営課 主幹
（葉山セミナーハウス運営課） 2007年4月1日～2008年3月31日

13 石田　武雄 葉山セミナーハウス 事務次長
（葉山セミナーハウス運営課担当） 2008年4月1日～2010年3月31日 課長兼務

14 大野　功一 葉山セミナーハウス 館長 2010年4月1日～2013年12月18日
15 石田　武雄 葉山セミナーハウス 主幹（葉山セミナーハウス） 2010年4月1日～2011年3月31日
16 石田　武雄 葉山セミナーハウス運営課 課長 2011年4月1日～2013年3月31日
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関東学院大学葉山セミナーハウス閉館にあたって

▲1９８6年度第7回リ大からの交換留学生歓迎会
　（中央は藤本一郎学長、右端は鈴木治郎支配人）



まず、歴代のセミナーハウス役職者である。下記一
覧のとおり合計 16 名（延べ数）が務めた。この役職者
のほかに氏名こそ記さないが、一般職の職員、司厨士、
臨時職員、ボイラーマン、守衛の方々がそれぞれの役
割を果たされた。それらの方々が忠実に働いたからこ
そ 33 年間の長きに亘って開館することができたので
ある。この場を借りて心から感謝の意を表したい。

初めての利用者、最多日数の宿泊者
セミナーハウスの竣工日は、1980（昭和 55）年 5 月

31 日である。が、工事の関係でその開館は予定より 1
週間遅れた。そのため関東学院大学の姉妹校のリ大か
らの教職員交流で来日した 7 名の来賓は、その遅れた
1 週間、京浜急行黄金町駅近くにある東亜ホテル（現
在の HOTEL MYSTAYS Yokohama）に宿泊すること

になった。そしてセミナーハウスの開館を待って、こ
の方々がセミナーハウスを利用したのである。つまり
この 7 名が初めての泊り客となった。David Hansen

（デイビッド・ハンセン）先生夫妻他、教員 3 名とその
配偶者 2 名、計 7 名であった。当時、国際センター運
営課所属の筆者が引率者・世話人として全期間同泊し
た。来賓 7 名は B 棟ユニットバス付き和室に、筆者は
A 棟個室に宿泊した。来賓は青畳の香りがする新築の
和室に 3 週間ではあるが、住むことになった。その間、
京都と日光等にも出かけたので、全期間宿泊した訳で
はない。筆者は、来賓の滞在中の全期間、添乗員の役
割を担った。旅行代理店に勤めたような錯覚を感じた。
短いとは言え、寝食を共にすると家族のような関係と
なる。特に 7 名の方々は挨拶程度の日本語力しかなか
ったため、通訳者も務めた。帰米後、Hansen 教授は、
リ大の学生生活部長、副学長を歴任された。奥様も講
師として教鞭をとられた。現在も筆者はお二人と交流
している。他の方々は帰米後に召天されたり、他大学
へ移籍されたため、交流は続かなかった。

ノーベル文学賞詩人や谷川俊太郎氏も参加した関東ポ
エトリ・セミナーの会場として

セミナーハウスは、主に学院内、特に大学の教職員、
学生対象の催し物会場として利用された。ここでは、学
外からも注目され、NHK の取材も入った催し物を記録
に留めたい。

まず、その主催組織である関東ポエトリ・センター
は、1968 年に本学教授 William I. Elliott 氏の提唱によ
り、米国バプテスト同盟の財政的援助を得て、関東学院
大学の文学部を母体として発足した。1970 年の第 2 回
夏期セミナーのあと暫く活動が停止していたが、1984
年に大学からの援助を得て復活した。 その復活第 1 回
からその会場としてセミナーハウスが利用されること
になった。

1987 年にセミナーハウスで開催された第 6 回夏期セ

ミナーには Seamus Heaney（シェイマス・ヒーニー）
氏が、同センターの招きで初来日した。ヒーニー氏は、
北アイルランド出身の詩人で、当時ハーバード大学教
授であった。この夏期セミナーで同氏は自作の詩を朗
読し、“The Sound of Poetry”と題する講演も行った。
その8年後の1995年にはノーベル文学賞を受賞してい
る。

日本を代表する詩人である谷川俊太郎氏もこの夏期
セミナーに参加しただけでなく、同センターのコンサ
ルタントを務めて下さった。

講演、朗読はセミナーハウスの大研修室で、セミナ
ーは小研修室で行われた。

筆者も 2002 年 8 月 2 日から 4 日にセミナーハウスで
開催された関東ポエトリ・センター主催第 18 回夏期セ
ミナーに参加し、自作朗読された詩人の生の声を聴い
たとき、文字として読む詩との印象の相違に驚かされ
た記憶がある。自由時間にロビーで谷川俊太郎氏に筆
者が「心」と「こころ」の表現の違いについて直接質
問したことも記憶に新しい。

同年の夏期セミナーに講演講師、セミナー講師、自作
朗読講師等で参加した方々の氏名だけ列挙する。大岡
信氏、荒川洋治氏、中野重治氏、アーサー・ビナード
氏、王新新氏、ハリー・ゲスト氏、小池昌代氏、友部
正人氏ほか著名な詩人・作家である。つまり、今まで
にノーベル文学賞受賞者を初め国内外の著名な詩人・
作家が、セミナーハウスを利用したことになる。

長期宿泊、継続期間利用の学生団体
長期に宿泊したのは関東学院大学ヨット部である。

夏期に主に大広間を利用した。セミナーハウスの海に
近い立地がその理由である。

関東学院大学・関東学院女子短期大学シェイクスピ
ア英語劇も大学葉山セミナーハウスが竣工されてから
は、5 月と 11 月に泊りがけで合宿等を毎年行った。そ
れまでは外部の宿泊施設を利用していた。11 月の合宿
として利用は、最終年度の 2012 年まで続いた。

多くの学生、生徒にとって教室での思い出は、それ
ほど残らないものである。しかし日常と異なる合宿や
旅行の思い出は心に刻まれているものである。セミナ
ーハウスを長期間、数多く利用した学生、生徒にとっ
て思い出深い場所としてこのセミナーハウスがあると
思う。

結びに
筆者の個人的なことで恐縮だが、1984 年 4 月 29 日に

セミナーハウスの大会議室で筆者は結婚式を挙げ、大
広間で披露宴を催し、A 棟和室に宿泊した。

当時、結婚式の説教と披露宴の主賓挨拶をしてくだ
さった学院長の柳生直行先生、司式の関東学院教会牧
師の加納政弘先生（元関東学院大学神学部教員）、企画
担当常務理事の金子三郎先生、国際センター所長の加
藤俊作（文学部教授）先生、国際センター運営課長の
伊藤孝一氏を初め多くの関東学院教職員、学生も親族
とともに列席してくださった。セミナーハウスでの結
婚式は、これが初めてであったと聞いた。最も大きな
思い出となったのは当然筆者ではあるが、多くの人々
の心に残る思い出であったらと願う。

このたびセミナーハウス閉館に伴い建物が取壊され、
また一つ思い出の場所が消えるのは誠に残念なことで
ある。が、しかし、そこでの良き思い出は、いつまで
も心に残る。セミナーハウスの初めての利用者であり、
最多日数宿泊した者として感慨深い気持ちを胸に秘め
筆を置く。
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関東学院大学葉山セミナーハウス閉館にあたって

▲1９８6年夏、セミナー室での日本語授業風景



「セミナーハウス」が建設されている葉山の校地は、
由緒ある建物があった土地である。

私共の注 1 調査結果によれば、取りこわし時に関東学
院大学葉山学寮であった建物（写真 1）は旧村井家葉山
別荘（以下旧村井別荘と記す）であった。この建物に
ついては、「葉山町教育委員会広報」等において、『タ
バコ王村井吉兵衛（村井銀行設立者）が帝国ホテルを
設計したアメリカの F・L・ライトに設計を依頼した建
物』として記述されており、「有名」な建物とみられて
いた。私共は「セミナーハウス」を計画するに先立ち、
この老朽した、由緒ある建物を、資料として保存すべ
く、建設時の経緯、ならびに、解体時の実測図、およ
び当初の復元図などの調査、作成を行った。その結果、
大略、以下のことが明らかにされた。

旧村井別荘は、東京近郊の保養地として、いわば格好
な地に、村井貞之助氏（タバコ王として有名な実業家、
村井吉兵衛氏の義弟にあたる）の別荘建築として建て
られ、その設計はアメリカ人建築家、ガーディーナー
James McDonald Gardiner（1857 ～ 1925）（立教大学
の初代の校長）によるものとみられる。この建物の創
建年代は、種々の資料から、1909（明治 42）・1910（明
治 43）年頃とみられ、当初、「嶺秋荘」（村井貞之助氏
の伝記「嶺秋片影」による）と呼称され、創建当時に

『相州葉山／村井別荘 MURAI VILLA／HAYAMA』
と題された写真集が刊行されている。創建当時の建物
の外観は写真 2 の通りである。（上記資料は、村井四郎
氏、植松英吉氏より特に複写をさせていただいたもの
である。）当時の写真によれば、この高台より、葉山・
森戸海岸は、一望のもとにあり、すばらしい眺望であ
ったことが推察される。また、この建物は、ヨーロッ
パの古典主義建築の特徴がみられ、西欧のこの種の建
物の様式的系譜を持った建物であったようにみられる。
このことは、建築学的にも、明治、大正の木造洋風建
物として貴重なものであったといえるであろう。

さて、この由緒ある建物が老朽し、取毀さざるを得
なくなった後、この跡地をいかに利用し、有意義なも
のにするかについて、多くの人々の意見を拝聴し、検
討を行った。

その結果「この地を生かし、本学の教育上の特色と
なるような性格の建物とし、また、外国の、あるいは
この地域の人びとが利用できるような、多目的な機能
を持つ、質の高い

4 4 4 4

建物とする」という大きな方向が定
められていた。

大学では、この方針を受けて、将来への展望にたって、

大学のこれまでの教育の特色であり、また、これからよ
り一層強化すべき内容として、「学生と教師」のより深
いコミュニケーション、具体的には、ゼミナール、卒研
ゼミ、アドバイザーキャンプ等の強化、密度の高い教育、
あるいは、一般に最近いわれる「手作り教育」等を行い
得る教育施設にすることとした。そして、これ等を、教
育理念として、目標づけるため、注 2 「セミナー・カレッ
ジ・システム」なる「理念」を想定した。

いうまでもなく、建物は、それを利用する人々の要望
を汲み上げて、具体化したものである。建築物という
物理的な空間、ハードウエアは、その利用というソフ
トウエアなしには存在しない。セミナーハウスは、私
共が計画した段階では、少なくとも、教育の場として
位置づけられる「理念」を優先させたものである。こ
の「理念」は、1977（昭和 52）年 3 月の大学マスタ
ープラン委員会の議を経て「セミナーハウス」として、
具体化へと進んだ。その後「セミナーハウス検討委員
会」を設立し、幾度かの検討を行った。

その結果、前記の教育施設という性格に加えて、外国
の交換学生の宿泊、あるいは交流の場、他大学、宗教
団体、学会等との会合、教職員の研修施設、OB、教職
員家族等を含めた厚生施設、地域の文化交流の場等々
が出され、「アカデミーハウス」等の名称も、あわせて
検討された。そして、これらの要望をまとめて、設計
が行われ、図面化して、理事会に大学の提案として提
出した。

理事会は、これを受けて、学院内他校との調整、な
らびに「建築確認」に伴う行政官庁との折衝、そして、
建設費用とのかね合いが検討され、現在の規模、内容
が決められた。（グラビア葉山セミナーハウス完成予想
図参照）その内容は、大教室（約 151 人収容）、中教室

（50 人収容）、小教室 3（30 人収容）、研修室（和室）
20 室、個室 18 室、その他、研修室（大）、食堂、浴場
等を持つものである。最大宿泊人員は約 150 人、昼間
の会合等の利用は 250 人程度可能である。

建物の着工は昨年（1978（昭和 53 年））12 月、竣工
は明年 2 月末を予定しており、来年度からの利用が可
能である。

学院内各校を含め、広く利用され、教育の場が広が
ることを期待するものである。
注 1    「旧村井家葉山別荘」調査報告その 1（肱黒弘三、関 和明、山

本順生）関東学院大学工学部　研究報告　第 22 巻　第 1 号
注 2  「第二次マスタープランの構想について」（高野利治、肱黒弘三）

以上掲載の文章は、［1980（昭和 55）年 1 月 19 日発行『関東学院大学三
十年の歩み』「第三章 諸機関とその活動」より抜粋引用］（ただし、写真 1、
写真 2 および完成予想図は割愛。p.17 掲載「校舎」写真参照）

葉山セミナーハウスについて

前マスタープラン委員長・工学部教授（当時）　肱 黒 弘 三 （故人）

│  学院史資料室ニューズ・レター（No.17）2014.28

葉山セミナーハウスについて



新築工事竣工図 〔1９８0（昭和55）年5月31日竣工〕

▲関東学院大学葉山セミナー
　ハウス新築工事竣工図表紙
　（関東学院法人事務局施設部施設課所蔵） 

▶（上）同設計図　
　　　　　９「求積表（Ⅰ）」
　（中）同設計図　
　　　　　C6「軸組図」
　（下）同設計図　
　　　　　C17「梁伏図A棟－1」

左
に
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た
「
１
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葉山セミナーハウスについて

▲1階平面図

▲地下1階平面図

▲2階平面図



関東学院大学葉山セミナーハウス新築工事竣工写真について

施設部に保管されている「関東学院大学葉山セミナ
ーハウス新築工事竣工写真」アルバムの表紙には同「竣
工写真」の文字の下に「設計管理　雪野建築設計事務
所／施工　フジタ工業株式会社横浜支店／竣工　S55
年 5 月 31 日」と金文字で記されている。（／の部分は
原本にはない）

このアルバムに収められている写真すべてを、紙幅
の関係で縮小してはいるが、このページ以降 6 ページ

にわたって掲載した。なお、原本写真はカラーである
が、予算と誌面の都合によりモノクロとしてある。し
かし、全景写真は表紙に掲載したためカラーのままで
載せられた。

竣工時の正面本館の外壁は白色であったが、途中、黒
色で塗装し直され、その後、緑色で外装を施され、閉館
を迎えるに至った。その他の建物部分については、大
きな改築はなされなかった。（学院史資料室）

│  学院史資料室ニューズ・レター（No.17）2014.210

関東学院大学葉山セミナーハウス新築工事竣工写真について

本館正面 本館正面（階段室及び前面植栽）

中庭側外景（A棟側より） 中庭側外景（B棟側より）

A棟外景部分 本館裏側より中庭を見る　B棟外景
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関東学院大学葉山セミナーハウス新築工事竣工写真について

ロビーより前面植栽を見る ロビー（地階1階）

玄関風除室より階段室を見る 事務室

1階ロビー及び階段室

大教室C-101(2) 大教室C-101(3)

大教室C-101(1)



│  学院史資料室ニューズ・レター（No.17）2014.212

関東学院大学葉山セミナーハウス新築工事竣工写真について

テラス（2F) 厨房

中教室C-103 中教室C-104

食堂（2F）(1) 食堂（2F）(2)

大教室C-101(4) C-102 
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関東学院大学葉山セミナーハウス新築工事竣工写真について

脱衣室（女子） 女子浴室

男子便所 女子便所 個室（Ａ棟）

ゼミ室（大広間） ゼミ室及び布団庫

洋室A-101和室A-103



│  学院史資料室ニューズ・レター（No.17）2014.214

関東学院大学葉山セミナーハウス新築工事竣工写真について／リンフィールド大学教職員・学生との国際交流の場／編集後記

和室12帖

和室10帖 管理人室

パントリー 洗面所（B棟）

和室８帖X2

B棟廊下（B棟） 連絡通路及びプロパン庫（B棟）



編
集
後
記

◆今号では、二つの特集を企画した。一つは、関東学院大学葉山セミナーハウスである。2013年3月31日をもって葉山セミナーハウスが閉館
された。文字どおり33年間の少人数教育の拠点としての役割を果たした。この機会に記録に留めるべくセミナーハウスの特集を企画した。肱黒
弘三工学部教授（前マスタープラン委員長、後年、企画担当常務理事、故人）の文章と竣工時に施工会社が撮影した全写真等を掲載した。途中外
装等の塗り替えはあったが、基本的な形状は変わらなかった。セミナーハウスの竣工前にはあの土地に紫苑学園、啓祐学園があった。同校卒業生
の伊東尚氏から当資料室に貴重資料を寄贈頂いたので、この機会に執筆依頼したところ、同窓生5名と座談会を開いてくださり、当時の思い出を
文章にまとめ、写真もご提供頂いた。二つ目の企画は、「キリスト教に基づく校訓『人になれ　奉仕せよ』」である。元学院宗教主任・元文学部教
授の大島良雄先生並びに元中学校高等学校教諭の坂田創先生のご協力も頂いき、坂田祐先生初め元学院長他の校訓に関する文章を再掲載した。高
野進大学名誉教授にはシリーズ企画「関東学院の源流を探る」で中学・高等学校元校長の清水武先生を取り上げて頂いた。三浦啓治氏には、鈴木
庸一氏追悼集『人ばしら』を学院史資料として紹介頂いた。学校法人捜真学院の横山茂理事長には、ブラウン博士夫妻顕彰板の設置記事のご校閲
を頂いた。この場を借りて、ご協力頂いた前述の方々を初め、元・現教職員の皆様に深謝いたします。� （学院史資料室・瀬沼達也）
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関東学院大学葉山セミナーハウス新築工事竣工写真について／リンフィールド大学教職員・学生との国際交流の場／編集後記

機械室 ボイラー室

本館屋上

リンフィールド大学教職員・学生との国際交流の場

於・セミナーハウス食堂（藤本一郎学長、小林徳平大学事務長、
瀬沼達也氏と交換留学生）

於・セミナーハウス入口ロータリー（Japan Study Tour引率者 
David Hansen教授と学生たち）

於・セミナーハウス大広間（藤本一郎学長、小瀧奎子国際セン
ター所長、伊藤孝一課長、瀬沼達也氏と交換留学生）



1950（昭和 25）年 4 月紫苑学園小学校に私たちを含
めて 30 名が 1 年生として入学しました。全校の生徒数
は 50 名強でしたから、その半分を占めた最も人数が多
い学年でした。校舎は堀内にあった白亜の三階建の旧
村井別荘で、森戸川の支流にかかる三家橋から坂道を
上がったところにある美しい洋館でした。1 階に職員
室、幼稚園、購買部など、階段を上がった 2 階に教室、
別棟に倉庫とトイレがあったと記憶しています。

1 年生の授業科目は、国語、社会、算数、理科、音
楽、図画工作と体育、2 年生から習字、英語、自由研
究が加わりました。通った期間は昭和 25 年から 6 年間
で物が無く不自由な時代でしたが、先生方が多くの教
材を自作され教科内容に工夫を凝らされ、また 2 年生
から加わった習字と英語では学園の外から先生をお招
きするなど充実した授業でした。

中でも生徒に人気のあったのは広いグラウンドでの
びのびと動きまわった体育や、その延長にあった運動
会でした。種目は、徒競走、騎馬戦、玉入れ、ダンス、
綱引き、くす玉割り、リレーなどで、先生方と生徒だ
けでなく、父母も事前の準備や、当日の競技と運営に

加わる家族全員参加型の運動会でした。
行事としてはこの他にも、校舎に布団を持ち込んで

寝泊まりした夏休みの校内キャンプ、春と秋に行われ
た油壺や江の島や鎌倉山への遠足、3 年生から始まっ
たわが国初の小学生のグランドホッケーの部活動など
いずれも忘れることが出来ません。

楽しい学校生活でしたが、種々の情勢変化から多く
の友達が転校して行きました。事態打開のため 1952

（昭和 27）年に紫苑学園から啓祐学園に組織と名称が
変わり、更に 1956（昭和 31）年に啓祐学園が関東学院
に吸収されて葉山小学校になったものの、それも私た
ちが卒業後の 1965（昭和 40）年には廃校になったそう
です。

これらの変遷の幾つかを経験しましたが、卒業した
生徒も、転校した生徒も、進学先や転校先で学業を全
うして社会に巣立つことができました。卒業後 60 年ほ
どを経た今でもクラス会を持ったり、同級生の中には
長い海外生活を経験したり、いまも海外と関係をもっ
て活躍する者が多いなど、紫苑学園と啓祐学園で受け
た薫陶のおかげと感謝しています。

紫苑学園と啓祐学園の思い出

紫苑学園・啓祐学園卒業生
　浅香博俊・伊東　尚・高橋清子

力石寛夫・辻　光子・森都志子

各小学校略年表 ●建物等の名称は当時のまま。
●記載事項は各校記念誌等に拠る。（表中の備考欄に記載）

年　月　日 こ　と　が　ら 備　考六浦小学校 小　学　校 葉山小学校（紫苑学園、啓佑学園を含む）
1949年3月 （昭和24） 関東学院小学校の設立認可。（六浦

校地）
（1948（昭和23）年紫苑学園創設）（大学30年史）

目で見る40年の歩み関
東学院百年史

1949年4月 （昭和24） 大学内にて授業をはじめる。 目で見る40年の歩み
関東学院百年史

1952年1月 （昭和27） 中高（六浦）校舎に移転、3月まで
同所で授業をする

目で見る40年の歩み
関東学院百年史

1952年4月 （昭和27） 青雲寮に移転、1958年3月まで同
所で授業をする。

関東学院小学校三春台分教室開設。（この年の11月に紫苑学園を啓佑学
園と改称する）

関東学院小学校の40年
関東学院百年史
（大学30年史）

1953年3月 （昭和28） 六浦校地の本校は関東学院六浦小学
校と改称する

関東学院小学校三春台分教室から関
東学院小学校として独立する。

関東学院小学校の40年
関東学院百年史

1953年6月 （昭和28） 教員室・事務室・用務員室を増築。
（木造2階建1棟増築）

関東学院小学校の40年
関東学院百年史

1954年4月 （昭和29） 礼拝堂・図書館が完成。 目で見る40年の歩み
関東学院百年史

1955年3月 （昭和30） 理科室・音楽室建設。教員室拡張工
事着工。

関東学院小学校の40年

1956年10月1日 （昭和31） 啓佑学園を合併し、関東学院葉山小
学校が発足する。

大学30年史
坂田記念館資料

 神奈川県三浦郡葉山町に村井貞之助氏の別荘として明治末期（推定）に建てられた写真建物は、太平洋戦争当時に日本海軍に接収されたが、終戦後の
1948（昭和 23）年、地元有志の尽力によりキリスト教主義の紫苑学園が創設され、その施設となった。紫苑学園は後に啓佑学園と形を改め、1956（昭
和 31）年には関東学院と合併するに至った。1965（昭和 40）年に関東学院葉山小学校が廃校となった後は関東学院の葉山学寮として利用されていたこ
の建物も、1977（昭和 52）年に解体された。

（紫苑学園と啓祐学園に関する記事を掲載するにあたり、その説明資料として2006年発行の当資料室『ニューズ・レター』（No.8）から「各小学校略年
表」および表紙写真説明の関係箇所を抜粋引用した。同説明文中の「写真建物」については、P.17に掲載の「通学していた当時の校舎」写真を参照願い
たい。）

│  学院史資料室ニューズ・レター（No.17）2014.216

紫苑学園と啓佑学園の思い出



▲通学していた当時の校舎

▲  1年生の時のダンス（グランドの周りは今以上に鬱蒼とした林
でした）

▲現在の三家橋の説明板

▲綱引き（応援は倉沢先生）

▲  先生方（右端から光永校長先生、勝俣先生（3～6年の担任）、
倉沢先生（1～2年の担任））

▲  校内キャンプの参加者（森戸海岸に行く前に、蘇鉄の植込み
の近くで撮ったものです）

▶  森戸海岸での西瓜
割り（参加者全員
が生き生きしてい
ます）

▲  油壺水族館への遠足（東大の海洋研究施設に併設されていた
水族館。遠足には母親や弟や妹が多く参加しました）
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紫苑学園と啓佑学園の思い出



キリスト教に基づく校訓「人になれ　奉仕せよ」を
理解することが、関東学院の教職員、学生、生徒、児
童、園児に求められている。その理由は、関東学院理
事会が、2009 年 7 月 25 日に開催の同理事会で「125 周
年宣言」を承認し、これを受けて同年 10 月 10 日にパ
シフィコ横浜会議センターで挙行された創立 125 周年
記念式典において、関東学院ミッションを次のとおり
宣言、公表したからである。

「125周年宣言」
関東学院は、キリスト教に基づく校訓「人になれ　
奉仕せよ」のもと、一人ひとりが愛と平和の精神を
もって、互いに支えあうことを誇りとする、創造性
豊かな人間を育てる教育活動を続けることをここ
に宣言します。

私学の関東学院にとって建学の精神を端的に表す校
訓は、教育活動の核であり、存在の意義であり、存続
の生命線である。

関東学院の第一の源流は、1884 年に横浜山手に創
設された横浜バプテスト神学校である。その初代校長
で関東学院の創立者であるアルバート・A・ベンネッ
ト先生は、真の奉仕の人であった。先生の墓碑に刻ま
れた銘は、その生涯を端的に表現された“He lived to 
serve.”（彼は仕えるために生きた）であった。

関東学院の第二の源流は、1895 年に東京築地に設立
された東京中学院である。その設立者であるアーネス
ト・W・クレメント先生は、台風で校舎に甚大な被害
があったとき、自らが病気になるほどにランターンと
傘を携えて生徒一人ひとりの健康を気遣った、思いや
りに満ちた奉仕の人であった。

関東学院の第三の源流は、1919 年に横浜三春台に設
立された中学関東学院である。その初代院長の坂田祐
先生は、第 1 回入学式で「人になれ　奉仕せよ」と力
説した。これが後に関東学院の校訓となり、現在に至
っている。約 50 年間という長きに亘って関東学院のた
めに尽くした奉仕の人であった。
「キリスト教に基づく校訓『人になれ　奉仕せよ』の

もと」との表現は、坂田祐先生自身が「人になれ　奉
仕せよ」に続いて「その土台はイエス・キリスト也」
と加えられたものと同じ意味である。校訓の意味を正
しく理解することが重要であることは明白である。そ
のために坂田先生初め先生の教え子で、当時日ノ本学
園理事長であった森東吾先生並びに当時学院長であっ
た柳生直行先生の著した校訓に関する文章をここにま
とめて再掲する次第である。

〔坂田祐先生のご子息である坂田創先生は、2009年に祐先生召天40年を
記念して上掲の色紙を復刻されました。ここに転載の「色紙に添えて」
は、そのときにご執筆された文章であります。「キリスト教に基づく校
訓『人になれ　奉仕せよ』」と題して「関東学院校訓特集」を企画する
際に転載のご許可をお願いしたところご快諾をいただきました。この
場をお借りして衷心からのお礼を申しあげます。（編集子）〕

キリスト教に基づく校訓「人になれ　奉仕せよ」

学院宗教センター事務室長　瀬 沼 達 也

色紙に添えて

1919 年（大正 8 年）私立中学関東学院が創立され
ました。第 1 回の入学式に学院長坂田祐は式辞として

「本学院はキリスト教の精神をもって建学の精神とし、
これを具体的に表現するために『人になれ』『奉仕せ
よ』の二つの言葉を校訓とする。キリストの教訓をも
って人たるの人格を磨き、キリストの愛の精神をもっ
て奉仕することである。これは私が祈って上から示さ
れた言葉であった」（要略）と述べています。
 【恩寵の生涯】

この色紙の書は、いつ書かれたものか不詳ですが、
校訓の次に『その土台はイエス・キリスト也』という
言葉を付け加えることにより、その意味をより明確に
表したものと思います。

86 歳の時の創立記念日の式辞の中では「キリストの
お言葉に『あなたがたの天の父が完全であられるよう
に、あなたがたも完全な者となりなさい。（マタイ 5：
48）』とあります。この聖言は神様のようになれという
のではなく、人として完全なものになれということで
あります。またキリストのお言葉に『わたしのいまし
めは、これである。わたしがあなたがたを愛したよう
に、あなたがたも互に愛し合いなさい。人がその友の
ために自分の命を捨てること、これよりも大きな愛は
ない。（ヨハネ 15：12,13）』とありますが、これは奉仕
の精神であります。以上は校訓のよりどころでありま
すが最後にわが関東学院の立っているその土台のみ
言葉を述べます。『神から賜わった恵みによって、わ
たしは熟練した建築師のように土台をすえた。そして
他の人がその上に家を建てるのである。しかし、どう
いうふうに建てるか、それぞれ気をつけるがよい。な
ぜなら、すでにすえられている土台以外のものをすえ
ることは、だれにもできない。そして、この土台はイ
エス・キリストである。（コリント第一 3：10,11）』と
語りました。 【坂田祐と関東学院】

坂田祐は 1969 年（昭和 44 年）12 月 16 日、91 歳で
天に召されました。本年は召天 40 年に当ります。こ
の時に因み遺された書を色紙に復刻いたしました。

2009 年 12 月 16 日
坂 田 　創
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関東学院大学キリスト教と文化研究所「坂田祐研究プロ
ジェクト」主催による 2009 年度公開研究会が、2009 年 7
月 25 日に金沢八景キャンパスの大学 2 号館第 4 会議室で開
催された。元関東学院宗教主任、元大学文学部教授の大島
良雄先生を講師に迎え、「坂田祐と関東学院－校訓 < 人に
なれ　奉仕せよ > を中心に」と題して行われた。転載の原
稿は、その研究会のレジュメである。そのため完全な文章
になっていない箇所や、補足説明の必要な箇所もあること
は了承いただきたい。この場を借りて転載をご快諾いただ
いた大島良雄先生に深謝いたします。（編集子記す）

Ⅰ．中学関東学院の創設から関東学院へ発展す
る時期　1919 ～ 1930

1．「関東学院の教育の理想」
中学部学則　第一条　本学院ハキリスト教主義ニ基

キ人格ノ修養ヲ旨トシ中学程度ノ高等普通教育ヲ施ス
ヲ以テ目的トス

入学式ノ時ノ訓示　『人になれ』『奉仕せよ』
2．「入学時の訓示」、この創立第一回の入学式に、日の

丸の国旗を立て、君が代を斉唱し、教育勅語を奉読
し、聖書朗読、祈祷をもって挙式した。
私は式辞にキリスト教の精神を高調して建学の精神

とし、これを具体的に表現する為に「人になれ」と力
説した。これは私が祈って上から示された言葉であっ
た。

次に述べたことは「奉仕せよ」であった。
3．校訓を「平和のチャンピオンとなれ」と具体的に語

った。（1924 年中学関東学院第一回卒業生への告辞
の要約）
三）五年前、我が学院教育の方針、主眼とするとこ

ろ、即ちモットーを述べた。
それは諸子に先ず第一に「人になれ」ということであ

った。即ち立派な人格を備えた人になれということで
あった。これと共に奉仕ということであった。即ち自
分以外のもののために尽くすと言うことであった。人
になれということと奉仕せよということは相離すべか
らざることである。吾人の徳は、奉仕によって磨かれ
るのである。

八）奉仕とは、自分以外のものを益する事である。奉
仕は、君に対しては忠、国に対しては愛国となって現
れるが、而して其の最大なるものは『人その友のため
に命を捨つる事である。』

十）我が邦は、戦争に勝つを以って世界に誇ってい

る。戦争に勝っても名誉ではない。しかし武力では世
界文化に貢献することはできないし、人道上の貢献も
できない。希くば諸子自らその人たれ、学院の校舎か
ら人道上の兵士が、即ち諸子の帽子のカンランが表象
する平和のチャンピオンが出ずることを願っている。
4．1929 年、第六回の卒業式の式辞「わが名を天の帳

簿に」。（要約）
六）『人間ニナレ』これは動物学上に於ける動物とし

ての人間ではありません。万物の霊長として、神の造
り給うた人間であります。この造り給うた神の聖旨に
叶う人間になるということであります。

七）『人間ニナレ』　最高の目標をこれに置くときに、
価値が転倒してきます。判断の標準が、全く違ってき
ます。所謂この世の大成功者、必ずしも成功者ではあ
りません。～地位の低きこと必ずしも失敗ではありま
せん。

八）真の成功は我々を造り給うた神の聖旨に叶う人
間になることであります。真の失敗は神の聖旨に叶う
人間になり得ざることであります。　「名ヲ竹帛ニ垂
レ」なくとも我が名は「天の帳簿」に記されることが、
最も貴いことであるかを諸君は学んだのです。

Ⅱ．十五年戦争期　1931 ～ 1945

A．時代的背景
B．坂田先生の経歴　人となり

1878 年秋田県大湯村に会津藩士の後裔として生ま
れ、貧困のうちに幼少年期を過し、

1896 年 18 歳の時、青雲の志しを立て家郷を捨て上
京、辛酸をなめた後、

1898 年陸軍教導団に入り、翌年 11 月卒業、陸軍騎
兵軍曹に任じられ近衛騎兵連隊に配属され天皇行幸の
際には抜刀して御馬車の直後に従い、また皇后の行啓
の際には皇后旗を捧持して御馬車の前を騎行したと記
しておられます。

1900 年騎兵学校に進学し、1901 年優等で恩賜の銀時
計を受領して卒業し、陸軍士官学校の馬術教官に就任
しました。

士官学校に就任する前、外出時に、YMCA 前を通り
かかり木村清松の説教を聞き、初めて福音に接しまし
た。亦そのとき YM の主事、後の同志社大学総長の丹
羽清次郎から内村鑑三の『聖書之研究』誌の購読を薦
められ購読するようになりました。

1903 年 2 月士官学校馬術教官に就任後、それに隣接

坂田祐と関東学院の教育
－校訓＜人になれ　奉仕せよ＞を中心に－

元関東学院宗教主任・元関東学院大学文学部教授　大 島 良 雄
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する東京学院の宣教師宅で開催された YMCA の会合
でヘンリー・タッピングに出会ました。四谷教会に出
席し、当時無牧であった教会を助けていた中田重治の
説教を聞き、同年 5 月 3 日、四谷教会にはバプテスト
リーがなかったのでインマヌエル教会でバプテスマを
受け、四谷バプテスト教会の会員となりました。

同年 11 月の現役満期になる前に除隊後は伝道者に
なる決意をし、軍務に服しながら夜学の霊南坂教会の
東京伝道神学校に入学しました。11 月 30 日満期除隊
後はタッピングの斡旋により体操教師兼舎監として東
京学院の寄宿舎に入りました。

翌 1904 年新設の東京学院高等科（同校は翌年専門
学校と認定されました）に入学しましたが、同年 2 月
に日露戦争が勃発していた為に 6 月に弘前騎兵第八連
隊に召集され、満州に出征、曹長、特務曹長に累進し、
戦功によって金鵄勲章を授与されるという軍人として
最高の栄誉に浴しました。

除隊後、勉学の志し止み難く、正規の学校への進学を
目指し、改めて東京学院中学科 4 年生に編入学し、第
一高等学校を卒へ、帝国大学哲学科に入学宗教学を専
攻しました。その間の、彼にとって一番大きな出来事
は 1911 年、第一高等学校 3 年の時に内村鑑三の門下生
となったことでありました。爾来聖日朝は内村の集会
に出席し、夕べには四谷教会の夕拝に出席しました。

また日露戦争から帰還した時、「戦争は罪悪であると
痛感した。正義の戦争なるものはありえない。私は非
戦主義者となって帰って来た」。

東京帝大の卒業時の口述諮問で、戦争の可否の問題
について「戦争は絶対に不可」と、卒業試験合格の可
否を賭けて非戦論を主張しました。
『恩寵の生涯』に 86 歳のときの「東北の旅行記」が

掲載されている。その中で往時を回想し、彼は軍人と
なって以来、軍人が天皇に直属するものであることを
訓えた、「軍人にたまわりたる勅喩」を最も簡潔に武士
道の歴史と其の要領を示すものとして受け取り、「忠節、
礼儀、武勇、信義、質素を、天地の公道人倫の道とし
てとらえた。」と述べ、さらに「之を天皇の命令として
朝夕奉唱し、その実行に最善を尽くすのは軍人の本分
と心得た、私自身は会津武士の端くれの家に育った者
であり、軍隊教育を受け、この五箇条の精神を持って
鍛えられたのであるが、クリスチャンになった時、至
尊の天皇は至尊に非ず、其の上に真の至尊、天地万有
の創造主たる唯一の神が存在する。今までの天皇を至
尊とする考えを改め、真の至尊なる神に帰依し、武士道
の精神を以って神に忠誠を尽くす考えになった」、と述
べ、私の畑は武士道によって耕され、福音の種が実を
結ぶに至るよき地になったと信じているという。

武士道も国民道徳も唱導されなくなった今日、福音
の種を下ろすに適当なる良き地は何であるか、何処に
その良き地を見出すことができるか、～私は基督教主

義の学校は主要なものであると思う、という。
坂田は内村から大きな影響をうけた。内村が米国に

留学した時の聖書の扉に、自分の墓碑に刻むように書
き残した、

I for Japan 余は日本のため
Japan for the world 日本は世界のため
The world for Christ 世界はキリストのため
And all for God. 凡ては神のため。
彼は内村の其の思想、また内村が、自分の葬式の時

に読むように指定していたロマ書 7 章 24、25 節「ああ
われ悩める人となるかな、この死の体より我を救はん
者は誰ぞ、我らの主イエス・キリストに頼りて神に感
謝す」という、彼の贖罪信仰に坂田先生が深い共感を
もっていたことは、『人になれ』『奉仕せよ』という校
訓の背後に強く感じられるところです。

坂田先生は内村先生の弟子として其の薫陶を受けな
がらバプテストの信徒として終始された。

先生はまた最初に福音を聞いた木村清松の十字架の
信仰、純福音的信仰にたち、第一次世界大戦が勃発し
た時は木村、中田、内村の諸先輩と共に再臨運動に参
加したこともありました。

内村は非戦の最後の望みをキリストの再臨におき、
次のようにのべています。「もし大能の神、とこしえの
父、平和の君と唱えられる者が、自から人間の間に下り
て、公然と正義とを以って国々の間を裁き給うに有ら
ずば、世界の平和はとうてい望み得ないのである」と。
坂田はその思想に共鳴してその運動に参加した。内村
の非戦論は学者、思想家、人道主義者としてではなく、
信仰の問題として再臨信仰、終末観にたつ神の経綸の
業としての非戦論である。
C．語られた訓話
1．教育勅語渙発四十周年　1931 年「学友会誌」第八

号（『坂田祐と関東学院』pp.70ff）
「～学校に於いて教育勅語の捧読、講義、暗誦等に最

善を尽くしてきた。併し之が実行に関しては如何」。
「教育勅語渙発四十周年に際し、嘗て此の勅語を拝し

なかったとの誤解を受けた、我が恩師内村先生の愛国
の至誠を憶ひ、我等キリスト教徒の我が国に対する責
任の重大なるを考え、キリスト教主義の下に建てられ
た我が学院に学ばるる学生諸子の前途を思ひ、禿筆を
呵してこの一文を草したのである」。
2．遵法の精神　1940 年卒業式告示（『坂田祐と関東学

院』pp.100ff）
～諸子の卒業を衷心より御祝福します。皇紀二千六

百年、この光輝ある記念すべき年に卒業すると云うこ
とは何たる幸福でありましょう。～

第一は我が国体の認識を更に深める事であります。
第二は遵法の精神を一層高める事であります。～東

亜新秩序建設、国民精神総動員、国家総動員、経済統
制、物価統制、興亜奉公日等、如何に高調せられても
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何等効果が挙がらないのであります。
遵法の精神の根底をなすものは良心の権威に服する

ことであります。真に偉い人とは、良心の権威に従う
人であります。～聖書の箴言に『己の心を治むる者は、
城を攻め取る者にまさる』とありますが、己の良心に
従って行動する人を言うのであります。

～山上の垂訓の中に『人もし汝に一里行くことを強
いなば共に二里行け』とありますが、これは奉仕の精
神であります。私が諸子に望むところのものは、この
二里行く人になることであります。即ち諸子が課せら
れた義務以上に務ることであります。

最後に申し上げたい事は、諸子は本学院に於いて正
しい神の観念、正しい宗教的人生観を学んだのであり
ます。人間は何処より来たり、何処へ行くべきかを学
んだのであります。人生には何人も遭遇する一大事が
来るのであります。

～世の如何なる力を以っても救う事を得ない場合が
あります。かかる際に諸子に光を与え、希望を与え、力
を与える真に信頼すべき言葉があります。それは「イ
ンマヌエル」神我とともに在ます。と言う信念であり
ます。
3．「確乎たる死生観を」－卒業式告示、1944 年中学部

21 回卒業式
『人になれ』『奉仕せよ』は諸子の入学の時から今日

まで幾回か繰り返され、諸子の心魂に徹している校訓
であります、即ち立派な皇国民になって君国に最高の
奉仕を為す事であります。～それによって皇国民とし
ての尊い目的が達せられるのであります。

古来人生五十年と云われてきましたが、今や人生二
十五年と言われるようになりました。

～この危急存亡に際し人生五十年を二十五年に縮め
て君国の為に奮闘しなければならないのであります。

最近私は諸子の先輩または同級生の海軍または陸軍
に入隊する者に二つの言葉を餞けしました。それは恐
れない事と、決して不平を言わないことであります。

死をおそれない為には確乎た死生観を持つ事であり
ます。聖書に『我は復

ヨミガエリ

活なり命なり我を信ずる者は死
ぬとも生きん、凡そ生きて我を信ずる者は永遠に死な
ざるべし』これほど希望にみちた言葉はないと思いま
す。この聖句は諸子の良く記憶する聖句であります。亦

『神我と共に居ます』の聖句は我等に偉大なる力を与え
る聖句であります。之も幾回も繰り返した聖句であり
ます。～よく我が校訓を体し以って日常奉唱する詔勅
の聖訓を実現し奉り、以って天壤無窮の皇運を扶翼し
奉ることを切に祈願する次第です。
4．「戦時下の圧迫に抗して」　1964（昭和 39）年創立

記念日（回顧）
～長い年月の間に大震災で校舎の全部が破壊された

こと、大戦争で校舎の 3 ／ 4 が焼かれ、内部の火災で
数千坪の建物を失う災害が有りましたが、最も困った

ことは軍部がキリスト教主義学校を圧迫し、迫害を加
えたことでありました。
（戦争激化に伴い）「学則からキリスト教主義を削除

するように横浜市にある五つの学校に迫ってきました。
我々は学校から基督教主義を取り去れば存立の意義が
なくなると強調して頑張り、遂に勝利を得て学則の変
更を免れました。」

Ⅲ．戦後

1．「人全世界をもうくとも」　1946 年、戦後最初の
　創立記念式式辞

～学院の創立の精神はキリスト教の精神、即ち福音
の根本義による人間教育であります。キリストの教え
により国家社会人類の福祉に奉仕する人を作る教育で
あります。『人になれ』『奉仕せよ』を克く体して、終世
之が為に最善の努力をせられることを衷心より希望し、
之が為に祈るのであります。従来の教育は、国家在っ
て個人の無い教育でありました。国の為にさえなれば
個人はどうなっても構わない教育でありました。個人
の完成は全く顧みられない教育でありました。
2．「あなたがたも完全な者に」創立記念日式辞　
　1963．1．6（一日繰り上げ、先生 85 歳）

～池田総理大臣は最近「ひとづくり」ということを
さかんにのべておられり。

また出光興産の社長は、昨年『物質尊重より人間尊
重』と言う本を著された。

関東学院は基督教の精神を建学の精神とし、これを
具体的に表現するために、『人になれ』『奉仕せよ』の
二つの言葉を校訓と定め、創立以来これを強調して来
たのであります。当時作人（人を作る）と言う言葉が
あり、作人館という学校もありましたが、私が祈って
示された言葉は「ひとになれ」という言葉でした。

～天地万有の造り手、父なる神の御ひとり子、完全無
欠なるイエス・キリストを模範として、其の教えによ
って人になる事であります。キリストのお言葉に「あ
なた方の天の父が完全であられるように、あなたがた
も完全な者となりなさい」（マタイ 5：48）とあります。

またキリストの御言葉に
　「私のいましめ、これである。わたしがあなた方を愛
したように、あなた方も互いに愛し合いなさい。人が
其の友の為に命を捨てること、之より大いなる愛は無
い」（ヨハネ 15：12 － 13）之は奉仕の精神であります。

以上は校訓のよりどころでありますが、最後にわが
関東学院の立っている土台のみ言葉をのべます。「～す
でに据えられた土台以外のものを据える事は、誰にも
出来ない、そして、この土台はイエス・キリストであ
る。」（Ⅰコリント 3：11）
　関東学院はこのイエス・キリストなる土台の上に建
っているのです。
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3．「建学の精神」1963 年 4 月　大学礼拝の説教。
ドクター・クラークの Boys be ambitious のいわれ

を述べ、それが関東学院とどういう関係にあるかを話
したい。クラークは帰米する前の月に、『イエスを信じ
る者の誓約』を作成し、其の中に基督教信仰を箇条書
し、我々は之を信じ此の約束を守ると書き、博士が最
初に署名し、それから学生に順次署名させ、第一期生
は十五名が署名した。それから内村鑑三、新渡戸稲造
など第二期生が入学して署名した。関東学院の前身校
である東京学院の最初の院長は第一期生の渡瀬寅次郎
であった。

私は Boys be ambitious の精神のもとに学ばれた渡
瀬先生が創立時の校長であった東京学院を卒業し、第
二期生として学ばれた新渡戸稲造の校長であった第一
高等学校に入って先生の教えを受け、それと共に同じ
く Boys be ambitious の精神の下で教育された内村鑑
三から親しく指導を受けたのであります。

関東学院の校訓『人になれ』『奉仕せよ』は、私が上
から示された事でありますが、学院を横浜に創立する
とき、基督教主義を表面に掲げては学校が発展しない
から、中学校としてすべての特典を有する普通の中学
校としてやった方がよろしいのではないかとの意見が
ありましたが、私は普通の中学校としての特典が得ら
れなくとも基督教主義を正面に掲げてやらなければ真
の教育が出来ないと主張し、関東学院中学校で無く中
学関東学院として創立したのであります。

関東学院の建学の精神は基督教の精神であります。
此の建学の精神を具体的に表現する為に『人になれ』

『奉仕せよ』の二つの言葉を校訓に定め、創立以来四十
五年、之を強調してきたのであります。其の根底であ
る土台はイエス・キリストであります。

Ⅳ．校訓を如何に理解するか

1．人の人格の形成はその人の生きた時代、社会、家
庭、恩師、友人などから大きな影響を受けるものなの
で、それらを考察することが必要である。

2．先生の追悼講演において学院の卒業生で、元阪大
教授・当時日ノ本学園理事長であった森東吾先生は校
訓について

a）　カーライルの影響について、先生は一高の学生
の時に新渡戸稲造からカーライルの『衣装哲学』を学
び、「諸君は何かしようとする前に何んであらねばなら
ぬかを考えよ。to do の前に to be の問題を考えよ」と
教えられ、此の発想に基づき、to be に応ずるものとし
て『人間になれ』、to do に応ずるものとして奉仕せよ、
とされた。と言う理解でありますが、人間になれと言
っても、どんな人間になるのか必ずしも明確ではない
という、問題がある。

b）『人間になれ』と『奉仕せよ』とは強調点の相違
であって、この二つは結局、一に帰すのではないか、と

私などが考えるようになったのは極最近のことであり
ます。したがってこの教訓は、言い換えると『奉仕す
る人間になれ』或いは『奉仕することによって、人間
になれ』ということであります。to do の前に to be の
問題を反省することも大切でありますが、また to do
によって to be の問題が解決されるのであります。～
奉仕することの出来る人間こそ真の人間であると言う
一見、平凡のように見えて中々意味深い真理を、人生
経験を積むに連れて私共もしみじみ知るようになった
のであります。即ち、坂田先生の建学の精神、教育の
理念がだんだんと思い当るようになってきたのであり
ます」云々と語っている。

3）　校訓の制定に当たって坂田先生は、其の出典が
何処にあるかを明言されず、祈って上から示された、即
ち啓示によったと言っておられるは非常に意味深いこ
とと思えます。

其の故に　私共其の言葉を私ども信仰によって解釈
し理解することが出来るのだとおもいます。

4）　『関東学院大学キリスト教と文化研究所ニュー
スレター』№ 10・11 合併号　公開シンポジュウム
『いんまぬえる』№ 107 の上林喜久子教授の「退任にあ

たって」
同上　小学校の田中冴也加さん「ひとになれ・ほう

しせよ」
その他多くの人の文章が残されているので、纏めて

みるのも面白い企画かもしれません。
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● 資　料  ●

平和のチャンピオンとなれ
─第一回卒業生に与うる告辞─

1924（大正 13）年 3 月 9 日　中学関東学院
第一回卒業生への告辞　原文をよみよいようにした

一、諸子の卒業を衷心より祝す。
二、今諸子を学校より送らんとするに当り、言わん

と欲するところは、新しいことにはあらず。五ケ年の
間教室において、またその他の機会において親しく話
したることを簡単にくり返するに過ぎず。しかしかか
る諸子の生涯にとって、甚だ大切なる記念すべき機会
に更にその印象を新たにせんことを希望するのみであ
る。

三、五年前、仮校舎、即ち寄宿舎の前において、諸
子及び諸子の父兄保護者に、我が学院教育の方針、主
眼とするところ、即ちそのモットーを述べた。それは
諸子に先ず第一に「人ニナレ」ということであった。
即ち立派な人格を備えた人になれということであった。
これと共に奉仕ということであった。即ち自分以外の
もののために尽くすということであった。人になれと
いうことと奉仕せよということは相離すべからざるこ
とである。吾人の徳は、奉仕によって、磨かれるので
ある。

我が学院の標榜するところは、この点であった。而
して今なおこれを主張している。而してこれは学院の
存在する限り、主張せらるべきものであると思う。

四、自分はこの目的の下に、教員とともに、全力を
尽くしてきたのであるが、徳足らず、力足りず、諸子
を立派な人格に築き上げるのに、甚だ微弱なるもので
あった。自分等教員は範を諸子の前に垂れなければな
らないのであるが、不完全極まる貧弱さを以ってはと
うていできない事であった。

孔子の如き偉人でさえ、七十にして矩を超えずとあ
るが、況んや微力、徳の足らざる自分を如何にしてこ
れを実現することができるか、他なし、自分以上、自
然以上の力に信頼するより外はない。ここにおいてか、
宗教的要求となり祈りとなったのである。祈りなくし
て、諸子の前に立つことはできなかった。

五、人間になる、立派な人格を築き上げ、完成する
ことは難い哉である。これは果して実現できるかとい
えば、それは極めて難いのである。が、しかしたとえ
実現できなくても、努力が必要である。実現できない
理想を立てて、何の価値あるかと、煩悶がおこる。

実現できなくとも、理想に向かう不断の努力そのも
のが価値あるのである。

六、余は諸子に向かって、この理想に向かって、努

力することをすすめてきた。諸子もまた努力してきた。
即ち諸子は今後永久にこれが実現に努力すべきである。
諸君が実業家になる、官吏になる、医者になる……こ
れ永遠の目的の手段でなければならぬ。

七、貧乏になってもよろしい。上級学校に入れなくて
もよろしい。この世の事業に失敗してもよろしい。諸
子の人生観の基礎を確立して、価値ある生涯を送るこ
とができるならば、諸子の人生は成功である。

八、ここに理想を置いた者に、真の奉仕ができるの
である。奉仕とは、自分以外のものを益することであ
る。奉仕は、君に対しては忠、国に対しては愛国とな
ってあらわれるが、而してその最大なものは「人その
友のために命を捨つる事である」

九、我が日本においては、国家に対して奉仕する、即
ち忠君愛国の勇者は少なくないが、人道上の偉人は極
めて少ない。かのモロカイ島の癩病患者のために、一
生を献げて、その犠牲となった人、身は英国の貴族に
生れ、妙齢にして我が日本に来り、熊本に癩病院を建
てて、憐れむべき病者のために、その全生涯を捧げて
いる人、我が身貧よりおこり、奴隷の解放に努力した
人、暗黒アフリカの土人に福音を伝えるためその生涯
を捧げている人等の如きがそれである。

十、我が邦は、戦争に勝つを以って世界に誇ってい
る。戦争に勝っても名誉ではない。しかし武力では世
界文化に貢献することはできないし、また人道上の貢
献もできない。希くは人道のチャンピオンが生れんこ
とである。希くば諸子自からその人たれ。学院の校舎
の兵隊山から人道上の兵士が、即ち諸子の帽章の橄欖
が表象する平和のチャンピオンが出づることを願って
止まぬ次第である。

註 1　  このあとに、来賓に対する辞、父兄に対する辞がつづいて
いる。

　 2　この文は当時の院長のメモによったものである。

（『坂田　祐と関東学院』より）

我が名を天の帳簿に
─第六回卒業式告辞─

1929（昭和 4）年 3 月 2 日　関東学院中学部
第六回卒業生への告辞　原文をよみよいようにした。

一、諸子の卒業を満腔の喜びを以って祝します。
二、諸子が入学したのは大正 13 年 4 月この仮校舎が

できあがり捜真女学校から引移り漸く一ケ月を経過し
たばかりの時でありました。諸子とともに入学したの
は、九十九名でありました。入学以来数名の出入ありま
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したが、今日七十五名卒業することになりました。昨
年までの卒業生の数は、入学当時の数に比して著しく
減少し、ある時は二分の一以下に減少しましたが、本
年は誠に喜ぶべき現象であります。また従来は卒業の
時に成績不良で卒業することのできなかったものが数
名ありましたが、今回は皆よく勉強致された結果、全
部卒業することができましたことは、誠に喜ばしいこ
とであります。

三、ただ諸子に対して気の毒に思い、また、済まな
く思いますことは仮校舎に入れて、仮校舎から出ると
いうことです。前の立派な校舎が大地震のために全滅
して今度の校舎が落成するまでの間は一度満五年であ
りますが、その五年を諸子はこの仮校舎において不便
を忍ばれたことです。

四、今諸子を送るに当り諸子にはなむけする言葉は、
新しいものではありません、入学以来今日まで教室に
おいて、講堂において、また、種々の機会において、諸
子に話したことを、今この中学における最後の機会に
おいて、今一度くり返して諸子の印象を深めたいので
あります。

五、五年前諸子の入学式の時に私が力をこめて申し
た二つのたいせつなことは、諸子はよく心得ておられ
ることであります。即ち「人間ニナレ」ということと、

「奉仕セヨ」ということであります。これは諸子が入学
以来今日まで幾度くり返されたか知れません。これは
学院教育の主眼とするところであって、学院の存在す
る限りくり返されることであります。

六、「人間ニナレ」これは動物学上における動物と
しての人間ではありません。万物の霊長として、神の
造り給うた人間であります。その造り給うた神の聖旨
に叶う人間になるということであります。諸子の向か
うところの職業はなんであってもよろしい。職業はな
んであっても先ず第一に人間であらなければならない。
学院の教育はこの点に目標をおいてこれに集中せられ
ているのであります。諸子の学んだ究極の目的はこの
点に帰着せられるのです。

七、「人間ニナレ」最高の目標をこれに置くときに、
価値が転倒してきます。判断の標準が、全く違ってき
ます。所謂この世の大成功者、必ずしも成功者ではあ
りません、大富豪となることは真の成功ではありませ
ん。大臣宰相となることも真の成功ではありません、大
将、大学者、大教育家、大宗教家、大実業家、大発明
家、大……何々、即ち大のつくもの必ずしも真の成功
ではありません。その反対に貧乏必ずしも失敗ではあ
りません、地位の低きこと必ずしも失敗ではありませ
ん、病気必ずしも失敗ではありません。たとえ逆境に
あり不遇をもって一生を終わるも必ずしも失敗ではあ
りません。

八、真の成功は我々を造り給うた神の聖旨に叶う人
間になることであります。真の失敗は神の聖旨に叶う

人間になり得ざることであります。
九、諸子は以上述べましたごとく真の成功はなんで

あるか、真の失敗はなんであるかを学んだのでありま
す。これがために諸子は、前途において、所謂この世
の成功をかち得るためには、何物をも犠牲として顧み
ない人々とは歩調を揃えることができないで落伍者と
なるかもしれない。また融通のきかない男として嘲笑
せられ、度外視せられるかもしれない。落伍者となる
こと恐るるに足らない、融通きかぬと罵られること決
してはづるに及ばない。

十、いったい融通のきく人間は恐ろしい人間である、
悪を善といい、邪を正といい甚だしきは黒を白といい
平気でうそをつくような人間が、少なくないのです。汚
職罪、背任罪を犯す人は多くは融通のきく人間であり
ます、かかる人のために善は斥けられ正義は曲げられ、
多くの人が、これがために苦しむのです。諸君はかか
る融通のきく人間にならぬように希望します。

十一、「名ヲ竹
ちくはく

帛ニ垂
た

ル」ということは我々少年時
代の理想でありました、シーザーや太閤やナポレオン、
その他歴史上の英雄は我等の理想でありました。かか
る教育を受けた自分は、今から考えてみれば、甚だ不
幸であったと思います。

十二、諸子が学院で教えられたことは「名ヲ竹帛ニ
足ル」る、ことではありませんでした。「一将功成リ
テ万骨枯ル」ということがありますが、赫々たる功名
をになう大将軍たらずとも無名の戦士として国のため
に死ぬことのいかに貴いことであるかを諸君は学んだ
のです。世の賞讃を受くる英雄たらずとも隠れたる人
道のチャンピオンたることのいかに貴いことであるか
を学んだのです。親任官、勅任官、高等官たらずとも、
また銀行の頭取、会社の社長、重役たらずとも一腰弁
として、一社員として、また一小僧としてそこに安住
の境地を見出して自己の最善をつくすことのいかに貴
いことであるかを諸君は学んだのです。

十三、世間から賞められなくとも、我が名はこの世
から認められなくとも、人間の書いた歴史に名が残ら
なくとも、即ち「名ヲ竹帛ニ垂レ」なくとも我が名は

「天ノ帳簿」に記されることが、最も貴いことであるか
を諸君は学んだのです。「縁ノ下ノ力持」という諺があ
りますが、諸子は縁の下の力持になることを学んだの
です。縁の下の力持がなければ社会が立ちゆかないの
です。国家が立ちゆかないのです。

諸子どうか融通のきかない人間になって下さい。縁
の下の力持になって下さい。そして社会のため、国家
のため人道のために奉仕して下さい。

十四、奉仕の根本精神は「人に為
せ

られんと思うこと
は人にも亦その如くせよ」という言葉であります。これ
は新約聖書にあるキリストの御言葉であって黄

ゴールデンルール

金律と
いわるるものであります。我々は人からしてもらいた
いその事を人にするということであります。
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森の聖者（詩人）ソローが「我等に最も近くある人
とは我等が雇い愛し語る我等の使役する者にあらずし
て我等自らが彼のために使役されるところのその人で
ある」といっていますが、意味の深い言葉であります。
キリストは、我れ人を使わんとして来たのではない人
に使われんがために来たのであると仰せられて奉仕の
最高の模範を示されたのであります。

十五、諸子はこの奉仕の精神をもって学院を出てい
って下さい。この精神をもって人のため社会のため人
類のためにつくして下さい。

十六、諸子の前途には入学難が横たわっています。
また就職難が横たわっております。諸子はこの難関を
突破しなければなりません。諸子は最善をつくしても、
これを突破することが或いはできないかも知れません。
上級学校に入学できないかも知れません。或いは就職
できないかも知れません、人生の落伍者となり、失敗
者となるかも知れません。

十七、しかし諸子はかかる不幸に処するの途を学ん
だのであります。どんな逆境に陥っても、失望せず常
に光明を認めて進むの途を学んだのであります。どん
な窮境に陥っても、希望を失わぬ方法を学んだのであ
ります。

十八、諸子今ここを出て勇敢に進みなさい。そして
雄々しく人生の戦を戦いなさい。不幸にして人生の戦
いに敗れこの世の敗残者となっても、神の国への勝利
者となり、真の成功者となって下さい。希望の星は諸
君の前途に永遠に輝いております。「人間ニナレ」これ、
私の生命のあらん限り諸子のために捧ぐる熱い祈りで
あります。

（『坂田　祐と関東学院』より）

真の奉仕
1954（昭和 29 年）12 月 21 日に書いたもので　
商工高校の「アガペー」にのせたもの

新約聖書のコリント前書第十三章は、愛の「マグナ
カルタ」といわれている。「マグナカルタ」は大憲章と
訳される。ギリシヤ語の、原典のこのコリント前書第
十三章に「アガペイ」という語は九つある。そうして
この「アガペイ」はどんなものであるかを説明し、最
後に、限りなく存在するものとして、信仰と、希望と、
愛の三つをあげて、そのうち最も大なるものは愛であ
ると記されている。

ギリシヤ語に「アガペイ」の外に、日本語の愛の意
味で「エロス」と「フイロス」という語があるが、基
督教の愛は「アガペイ」である。

わが学院創立以来、基督教を建学の精神とし、これ
を具体的に表現するために、「人になれ」「奉仕せよ」
の二つの言葉を以て校訓とし、常にこれを強調して来

た。キリストの教を以て、人としての教養を積み、キ
リストの愛を以て、人の為に奉仕することである。広
くいえば、社会のため、国のため、人類のために奉仕
することである。その奉仕は即ち「アガペイ」を具現
することである。

キリストは、「人その友のために、己の生命をすつる、
之より大なる愛はなし」（ヨハネ伝第十五章十三節）と
仰せられ、「アガペイ」の最も大なるものと教えられた。
そうして、キリストご自身、人類の救のために、十字
架にかかり、愛の最高の模範をお示しになった。これ
は基督教福音の真ずいである。

本年も年末になった。クリスマスは数日のうちに近
づいた。

クリスマスは、神が人類を愛したもうて、最高最大
の賜を下し給うた、記念の日である。

（『坂田　祐と関東学院』より）

関東学院設立
学校創立の責任を全うすべく先ず第一になすべきこ

とは、土地を選定することであった。方々を探したが
なかなか見つからなかった。ついに市の中央に、最も
適当な土地が与えられたことは幸いであった。それは
現在の三春台の高地である。かつて陸軍連隊区司令部
のあったところ、兵隊山と呼ばれていた。陸軍省の所
管から神奈川県の所管に移っていた。当時の県知事は
有吉忠一氏であった。その好意によって比較的廉価に
払い下げをうることができた。土地の面積約一万二千
坪、時は大正 7 年（1918 年）の 6 月であった。人殺し
をけいこする道場の兵隊山が、日露戦争で金鵄勲章を
受けた予備軍人を校長とするキリスト教精神の学校の
敷地となり、人を殺すのではなく、人を生かす福音を
教える平和の殿堂と変わるとは、実に奇しい摂理であ
った。

いよいよ来年開校である。学校の名称は大きく、関
東学院と名づけられた。これに「私立中学」を冠した。
校章は橄らんの葉をもって「中学」包んだ。橄らんは平
和のシンボルである。校色をオリーブに定めた。職員
組織もできた。数名の教員の中に、米人宣教師が二名
いた。教頭は東京帝大の英文科を卒業した文学士、高
田運吉君であった。

大正 8 年 1 月 8 日神奈川県知事より「私立中学関東
学院」の設立が認可された。設立者 C・B テンネー、生
徒定員六百名。ついで 1 月 25 日、坂田祐を学院長に任
命することが認可された。

学院創立に関する官庁の認可があったので、これを
県下に発表しなければならない。少くとも横浜市内の
小学校に知ってもらわなければならない。有吉知事の
懇切なる指示により、創立の披露会を開催することに
した。県当局、市内小学校長は勿論、教育関係者に案内
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状を出した。時は大正 8 年（1919 年）1 月 27 日の午後、
横浜開港記念会館において開催した。来会者約三百名、
学院からテンネー理事長以下理事並びに教職員、県か
ら有吉知事、市から久保田市長代理吉田助役が出席し
た。テンネー理事長は設立者として挨拶し、私は学院
長として、キリスト教の精神を根底とする学校教育の
必要を力説した。有吉知事の祝辞は懇切周到、大いに
感奮興起させられた。米国大使の祝辞もあった。披露
会は万事都合よく運ばれて終了した。この日は曇天で
降雪あり、非常に寒かった。

この披露会には県当局者の臨場をえたが、学務課の
事務担当の職員を招待することに気がつかなかったの
で、あとでそれらの人々から注意を受けて恐縮した。全
く予期しないことであった。官庁方面では下僚の事務
を担当する人々に敬意を表しておかなければならない
ことを知らされた。それで日を改めてその関係者だけ
を招待することにしたが、辞退されたので、全く無経
験のためから失礼したことを謝して理解してもらった。
これは学院創立最初の黒星であった。この創立の披露
をした 1 月 27 日を以て、関東学院創立記念日と定めた。

本校舎は鉄筋コンクリートで建築することになって
いたが、それは時日を要するので、取りあえず木造の
寄宿舎を建てこれを仮校舎として使用することにした。
四月から開校するから早速生徒募集を開始した。第一
学年一組四十名として三組百二十名を募集した。私は
市内の小学校にあいさつに廻った。毎日数校ずつ数十
校を訪問した。各校長にあって創立の趣旨を話し後援
を求めた。小学校から生徒を送られるのであるから、そ
の後援がなければ私学は成立しない。キリスト教主義
の学院であるから、特に建学の精神を話して理解を得
ることに努めた。幸いに各校長はいずれも敬意と同情
をもって迎えてくれた。

志願者は三百十七名あった。四月五日入学試験を行
い、百四十七名に入学を許可した。これを四つの組に
編成して四月九日仮校舎の前で第一回の入学式を挙行
した。幸いに晴天であった。従来ミッションスクール
は入学式とか卒業式などには、日本の国旗を掲げない
で米国の国旗を掲げるのが多かった。聖書の朗読、讃
美歌の合唱はあったが、教育勅語の奉読、国歌「君が
代」の斉唱はなかった。これは私の気に入らないこと
であった。関東学院はキリスト教主義の学校であるけ
れども、日本の学校で、日本人を教育する学校である
から、この創立第一回の入学式に、日の丸の国旗をた
て、君が代を斉唱し、教育勅語を奉読し、聖書朗読、祈
禱をもって挙式した。私は式辞にキリスト教の精神を
高調して建学の精神とし、これを具体的に表現するた
めに『人になれ』と力説した。これは私が祈って上か
ら示された言葉であった。『……諸子は将来学者になり、
教育家になり、実業家になり、政治家になり、弁護士
になり、医者になり、軍人になり……になるであろう

が、何者にかなる前に、先ず人にならなければならな
い。……』と強調した。

次に述べたことは『奉仕せよ』であった。人のため
に、社会のために、国のために、人類のために尽すこ
とであると力説した。爾来キリスト教の精神をもって
本学院建学の精神とし、これを具体的に表現するため
に『人になれ』『奉仕せよ』の二つの言葉を校訓とし
て、機会ある毎にこれを強調して今日に至ったのであ
る。キリストの教訓をもって人たるの人格をみがき、キ
リストの愛の精神をもって奉仕することである。

入学式をもって、ここに学校は開始された。中学校の
学科課程の外に聖書を学科として授けた。キリスト教
の重要なる行事として、毎朝礼拝を行った。最初、宗
教の行事は強制しない方がよいと、有力なミッション
スクールの院長である先輩の意見に賛成して、礼拝の
出席を自由にしたが、しかし後に至ってよく研究検討
の結果、中学時代はむしろ強制した方がよいとの結論
に到達したので、必ず出席させることになった。

訓育の方法は、多数の生徒を対象とすることである
から、それには軍隊的方法が一番よいというので、他
の公立の学校と同様、制服制帽、ゲートルを着用させ、
規律を厳格にした。ただし他校と異なる点は、教師の
勤務を大いに自由にしたことたであった。教師は公立
学校のようには出勤する必要がないから、日曜祭日の
外に一週一日は交互に休むことにした。

それから成文をもって規定や規則を作らなかった。
それをもって得々としていたが、今から思えば実に乱
暴なことであった。教育の経験がないとはいいながら、
全くめくら蛇であった。そして公立学校を規則ずくめ
の官僚主義と侮べつの眼で見たものであった。独善ほ
ど恐しいものはない。果せるかな、一学期もたたないう
ちに訓育は行きづまった。その筈である。先生は一週
一日休むのであるから毎日、一人或いは二人、時とし
ては三人も休むことがあり、生徒の取締りができない
ようになった。当時学校の校庭に小山があり、周囲は
竹藪でおおわれていて、生徒のかくれんぼうには、も
ってこいの場所で、先生の骨折りは一通りでなかった。
三十数年たった今では、母校の幹部となり、理事とな
り、評議員となり、PTA の会長となり、大いに母校の
ためにつくしている連中も、この竹藪の中を馳駆した
ものであった。先生等は終いに悲鳴をあげて、職員の
服務規定を作り、生徒の心得を作った。先生が一週一
日休むことはとんでもないことである。生徒に六日の
登校をさせるなら、先生は寧ろ七日登校する必要があ
ることが分ったのである。中学の先生は、大学や専門
学校の先生とは、この点で全くちがうのである。公立
学校の服務規定や生徒心得などは、数十年の体験から
でき上ったものであり、多くの長所があるので、少な
からずこれを取り入れることにした。

開校第一年が過ぎ、大正 9 年 3 月鉄筋コンクリートの
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本校舎が竣工したので、これに引き移った。仮校舎と
して使用した建物は、寄宿舎として四月から開舎した。
舎生約二十名、高田教頭舎監となって舎生と起居を共
にした。きちょうめんで温情のある舎監の感化は良好
であった。ほほえましいエピソードもある。当時の舎
生であった卒業生は、この恩師に対し、中老になった
今もなお懐かしく当時の舎生活を追想している。高田
教頭は現在熊本の国立大学の教授であるが、先日上京
を機とし、昔の腕白連およそ二十名集り、ニュウ・グ
ランドに先生を招待して謝恩の会を開き、当時を語っ
たのであった。うるわしいことである。（1957 年 11 月）

（『新編　恩寵の生涯』より）

科学の発展と人生
最近、気象庁が米国から借入れた大型電子計算機は、

加減算を一秒間に四万回処理するというから驚く。又
円周率を小数点以下七〇七桁

けた

まで計算するのに、ヤン
クスという学者は一生かかったとのことだが、この機
械では、たった四十秒でやってのけ、現在一万桁まで
求められているとのことである。

昨年の秋、米国で妙な核実験をやった結果、二つの
答えが出たそうだ。それは大陸間弾道弾に対する防衛
可能の希望と、防衛不可能の絶望と、相反する両極端
のものであったとのことである。

科学の発達は電子計算機の発明となり、又核爆弾の
発明となる。

一方は人類に多大の利益を与え、他方は人類を絶滅
する。

かく科学の発達は人類を幸福にし、又不幸にする。
人生の目的は何であるかについては、科学は全く盲

目である。人生に善用され、又悪用される。科学自身
はその善悪を決定することができない。これを決定す
るのは人間の思考である。機械はいかに精巧に作られ
ても、機械は結局機械であって、生命がないから、決
して考えることができない。

思考は人間独特のものである。哲学者デカルトは、
凡ての存在を疑ったが、ただ一つ、自分が疑っている
ことは疑うことができない。疑うとは、疑わしく思う
ことである。されば極端なる懐疑の中に於ても、なお
確実なるは「我は思う」ということである。我が思う
ことが確実であるから、我の存在もまた確実であると
の根本真理に到達したのである。それはあの有名なる

「我思う故に我あり」という句で言い表わされている。
（波多野精一博士『哲学史要』）

かく人間は先ず考え、然る後に行動する。この考え
は倫理的批判の対象となる。その行動を善ならしめる
には、その考えが善良でなければならない。ここにモ
ラルがある。このモラルは、最高の規範を標準とする
ものである。

これは人生究極の理想、即ちスンマム・ボーナム［最
高善］である。大学教育に於ては教養学科を重視する。
教養学科は、この理想を目標とする。

わが大学に於ては、教養学科に基督教学を加え、こ
れに重点を置き、これを土台とし、この上に人間を形
成することを目的としている。その土台はイエス・キ
リストである。これはわが学院の建学の精神である。
「人になれ、奉仕せよ」の校訓はその具体的表現であ

る。即ちキリストの愛の精神に従って、人のため、社
会のために奉仕することである。（1959 年）

（『関東学院教育の群像』より）

キリスト教教育
昨年、宣教百年に際し、私の考えたことは、わが学

院の教育は、これでよいのかということであった。学
院内の大学以下各学校は、それぞれ、その分野に於て、
順調に発展し、その使命を果しつつあるのであるが、学
院存立の最高使命であるキリスト教教育は、これでよ
いか、ということであった。

私がこれを考えていた時に、昨年九月、御殿場東山
荘に於て、日本キリスト者学会と、日本クリスチャン・
アカデミーと、ブルンナー会との、共同研究会が催され
た。この研究会に於けるシュミット博士の講演は、キ
リスト教教育の根本精神を語るもので、私は、この博
士の説に大いに共鳴し、又教えられるところ多く、深
い感銘を与えられたのであった。

本年は関東学院創立満四十一年である。1 月 27 日の
創立記念日の式で、私はシュミット博士の講演の大要
を朗読して式辞にかえた。最後にこれの要約を、左の
通り繰り返して強調した。

一、キリスト教教育は、何かうまい方法で、異教徒
をクリスチャンにすることを目標とするものではない。
キリストへの教育ではなく、キリストからの教育であ
ること。

一、真の教育は、ただ真の自由の中に於てのみ可能で
あること。われわれ教育者は、教育の主ではなく、あく
まで教育の務めを果すための仕え人であること。従っ
て謙遜に神の権威をあがめること、教師の権威は、神
の権威を尊んでいるということの中に存する。

一、教育者の第一の特質は、学生と一緒になって勉
強し、一緒に真理への道を歩いてゆくこと。

一、教育者としてのキリスト者は、何よりも、神の
愛を知る人であり、この世の任務の中に、愛の息吹き
を吹き込む人であること。学生をどんな偉い人間に仕
上げようかということではなく、この学生に対する神
のみ旨はいずこに存するかを、愛の心をもって見守る
べきこと。

一、真の教育は、人間が、真に人間となるため、す
なわち、神の子となる自由を保ち、隣人に奉仕するよ
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うに訓練するためにあること。
一、教育の聖書的基礎づけとは、何か特別な教会的、

キリスト教的教育方法を考案するということではなく、
教育の高い使命は、まことの礼拝たることに存する所
以を、明らかにすることに他ならないのであること。

以上簡単に要約して繰り返したが、わが関東学院の
建学の精神はキリストの教訓によって人になり、キリ
ストの愛の精神を体得して隣人に奉仕するように訓練
することである。シュミット博士の説に、根本に於て、
全く合致するのであってまことに欣快にたえない次第
である。（1960 年 2 月）

（『新編　恩寵の生涯』より）

以上 P.23 から続く校訓に関する全資料は、坂田祐先
生執筆文章である。（学院史資料室）

1971（昭和 46）年 1 月 27 日　横浜市民会館で開か
れた森東吾氏による坂田祐先生追悼講演「坂田　祐先
生の人と教育理念」からの抜粋引用。

（『坂田　祐と関東学院』所収）

坂田先生の教育理念
私立学校が国公立の学校に対して明瞭な特徴を打ち

出すとすれば、建学の精神のうちにこそ、その特徴が
示されていなければなりません。しかも、私立学校の
性格はひとえにその創立者の人格によって決定される
といっても過言ではないのであります。慶応義塾は福
沢諭吉の人格を離れて、また同志社は新島襄の人格を
抜きにして考えることはできません。われわれは、こ
れまで述べてきたような坂田先生の人格を通して立身
出世主義ではなく「人間になれ」「奉仕せよ」というこ
とを建学の精神として学んだのであります。

先生は第一高等学校の学生時代に校長の新渡戸先生
からカーライルの『サーター・リザータス』（『衣裳哲
学』1838 年）の講義を聞き、「諸君は何かをしようとす
る前に何であらねばならぬかを考えよ。To do の前に
to be の問題をまず考えよ」と教えられ、この発想に基
き、to be に応ずるものとして「人間になれ」、To do に
応ずるものとして「奉仕せよ」を標語にされたのだとい
うことであります。しかし、すこしく冷静に批判的に考
えてみると、「人間になれ」というだけでは、実のとこ
ろ、どんな人間になってよいのか、必らずしも明白では
ない。もし仮りに、これを「真の人間になれ」と言い直
してみても、しからば「真の人間」とは何かということ
になり、これまたむずかしい問題となってまいります。

人間になれと奉仕せよは不可分

しかし、第一回の卒業式のときの訓辞が文章になっ

ているのでこれを読みますと、先生は、「人間になれと
いうことと奉仕せよということとは離すべからざるこ
とで、吾人の徳は奉仕することによって磨かれる。す
なわち、立派な人間になって人のため、社会のために
尽すことがわが学院の標榜するところで、これが建学
の精神である」と強調しておられます。実は「人間に
なれ」と「奉仕せよ」とは強調点の相違であって、こ
の二つは結局、一つに帰するのではないか、と私など
が考えるようになったのはごく最近のことであります。
したがってこの教訓は、言い換えると「奉仕する人間
になれ」或いは「奉仕することのできる人間になれ」、
それが真の人間であるということになります。もう一
度、言い直すと、「奉仕することによって、人間にな
れ」ということであります。To do の前に to be の問題
を反省することも大切でありますが、また To do によ
ってto beの問題が解決されるのであります。真の人間
とは他人の悲しみをその人とともに悲しみ、他人の喜
びをその人とともに喜ぶことのできる人間であり、ま
たひとは奉仕することによって魂と魂の真の触れ合い
を体験することができるのでありまして、奉仕するこ
とのできる人間こそ真の人間であるという、一見、平
凡のようにみえてなかなかに意味の深い真理を、人生
の経験を積むにつれて私なども泌み泌み知るようにな
ったのであります。すなわち、坂田先生の建学の精神、
教育の理念がだんだんと思い当るようになってきたの
であります。

仕える幸福
学院長　柳生　直行（当時）

ベンネット先生のこと
1984 年は関東学院創立百年の記念すべき年にあた

ります。今から百年前の 1884 年にアメリカ・バプテ
スト教会の宣教師たちが横浜の山手に、横浜バプテス
ト神学校を創設した、それがわが関東学院のはじまり
であります。その神学校の校長は A・A・ベンネット、
教師は T・P・ポートと C・H・D・フィッシャーの二
名、生徒は五名だったということです。キリスト教そ
のもののはじまりが先生一人、弟子十二人であったこ
とが思い出されるではありませんか。

ともあれ学院が神学校からはじまったということは、
たいへん大事なことだと思います。おそらくアメリカ
のバプテスト教会は、日本がもっとも必要としている
のはキリストの福音であると考えて、まず専門的な神
学教育から奉仕を開始したのでありましょう。右の三
名の先生がたが教えた科目は、聖書学・教義学・説教
学・キリスト教史などであったということですが、彼
らがどういう教育をしたのか、ポート、フィッシャー
の両先生についてはよくわかりませんが、ベンネット
校長に関しては多少資料がありますので、ここで簡単
にご紹介しておきたいと思います。資料と申しまして

│  学院史資料室ニューズ・レター（No.17）2014.228

校訓「人になれ　奉仕せよ」資料



も私が見たのは二つにすぎず、一つはベンネット先生
著『説教学』、いま一つは先生の奥様が書かれた『素描
──（神学博士）アルバート・アーノルド・ベンネッ
ト──その生涯と人物』、この二冊の本であります。と
ころで、『説教学』は英文も邦訳も大学図書館にありま
すが、『素描』のほうは、いま私が見ているのは元関東
学院大学教授多田貞三先生の手になる邦訳原稿でして、
これは近く出版される予定、以下私が引用するのはこ
の多田訳からであります。

ベンネット先生はじつに謙遜な、奉仕の人であった
ようです。1886 年から二十三年間横浜バプテスト神学
校で旧約学を教えた C・K・ハリントン博士は、ベン
ネット先生の葬儀の式辞の中でこう述べております。
「彼はそのために自分の邸内に一軒の家を建てまし

た……当時はまだ校舎がありませんでした。長年のあ
いだ校長として尽されましたけれど、きわめて謙遜な
方で『校長』の肩書きは受けようとしませんでした。─
─しかし、つねに学校の首席教授であり、校内の精神
的主力となっていたことは、同僚の諸君もみなわたし
と同感であると思います。……その地域の人々は一般
に「ベンネット博士の学校」と呼んでおりましたけれ
ど、あながち間違いではありませんでした。学校内に
おける彼の存在、聖書に対する厳密な、愛を以てする
知識、熱心な福音主義の伝道精神、親切で巧みな学生
への応対等、すべてが広い範囲にわたって、この学校
の生命であり、光であり、また力でありました。かく
して、彼はこの国〔日本〕におけるわが教派の仕事に
関係しているほとんどすべての牧師、伝道師の上に深
い感銘を残されたのであります。」

もう一人の同僚 J・L・ディーリング博士もこう語っ
ています。
「彼は一人の教師としてその人柄を学生の上に印象

づけること甚大でした。日本中のバプテスト伝道師の
ほとんど全部が彼の手によって教育されました。神の
言葉に対する忠誠と、真理に対する敬

けいけん

虔な態度、さらに
説教者の台本として聖書を重んじたこと等は、今日の
バプテスト教職者に深く印象づけられたところであり
ます。……これが彼らをして特別敬虔な、聖別された
一団の人々とならしめた所以であります。彼の門下生
たちは、ほかに何を知らなくても、新約聖書について
のおどろくべき知識を与えられ、彼の手を離れて、真
に御言葉を宣べ伝えるために世に出て行くことができ
たのだ、と言うべきです。彼が学生を教えることに倦

う

み疲れた姿を見せたことはありません。また学生が彼
に質問して、彼の辛抱づよい行きとどいた解答を与え
られずに終わった、というようなこともなかったよう
です。」

ベンネット先生は 1909 年 10 月 12 日に横浜の地で
亡くなられましたが、外人墓地のその墓碑には HE 
LIVED TO SERVE（彼は仕えるために生きた）と刻

まれています。「彼は仕えるために生きた」──なんと
いうすばらしい言葉でしょう。それはまた、うれしい
ことに、わが学院の校訓「人になれ、奉仕せよ」とま
ったく同じ精神を言いあらわしています。「人になれ、
奉仕せよ」とは、要するに「仕えるために生きよ」と
いうことではないでしょうか。私はすばらしい校訓を
与えて下さった坂田祐先生を誇りに思っています。と
同時に、わが学院のいしずえを据えて下さったベンネ
ット先生をも誇りに思うのであります。坂田先生と言
い、ベンネット先生と言い、こんなにすばらしい精神
的指導者をわが学院に与えて下さった神様に、心から
感謝しようではありませんか。そして、人になって奉
仕するよう、また仕えるために生きるよう、おたがい
にいっそう努力しようではありませんか。

恐ろしい言葉
ところで、仕えるために生きるとはどういう意味な

のでしょうか。私見によれば、「仕えるために生きよ」
とは、じつにふしぎな、じつに恐ろしい、そしてじつ
によろこばしい言葉であります。
（一）どうしてふしぎなのか。「仕えるために」と言い、

「奉仕せよ」と言うとき、そこには目的語が書かれてい
ませんが、自分

0 0

に仕え、自分
0 0

に奉仕せよと言っている
のではないことは明らかでしょう。目的語が書いてな
くても、それが他者

0 0

のことを言っていることは明白で
しょう。そうすると、他者に仕えるために生き、他者
に奉仕せよということになるわけですが、では、なぜ
そんなことをしなければいけないのでしょうか。人間
というものは生まれつき自分を第一に考える、自分の
利益に奉仕する、自分の得

とく

にならないことはやらない
──そういうものなのです。つまり、人間にとっては
それが自然なのです。それが自然なのだったら、その
ように生きればいいではありませんか。しかるに、ベ
ンネット先生や坂田先生、いやキリストご自身が「他
者に仕えよ」とおっしゃる（マタイ 20・26 ～ 28）。人
間自然の流れにさからってそうおっしゃる。だからふ
しぎなんです。

ふしぎといえばもっとふしぎなことがあります。そ
れはこういう言葉です──。
　　  　人びとは愛によって生きる。自己愛は死のはじ

まりであり、神と人びとへの愛は生のはじまりで
ある。

これはトルストイの言葉ですが、「愛」の代わりに「奉
仕」という文字を入れて、もう一度読んでみてください。
　　  　人びとは奉仕によって生きる。自己への奉仕は

死のはじまりであり、神と人びとへの奉仕は生の
はじまりである。

これはじつにふしぎな言葉です。人間としてたいへん
自然な生き方をしている人、つまり、つねに自分のこ
とを第一に考え、自分の利益にまず奉仕し、自分の得

とく
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にならないことは決してやらない、そういう人は永遠
の死にむかって歩いているのであり、それとは反対
に、ベンネット先生のように、他者に仕えるために生
きる人は永遠の生命にむかって歩いていると言うので
す。それはほんとうでしょうか。このふしぎ

0 0 0

を解くこと 
──人生においてこれ以上に重要な問題はほかにあり
ません。
（二）どうして恐ろしいのか。福音書に描かれたイエ

スは、つねに「あわれみ深いおやさしいイエスさま」
ではありません。福音書にはいたるところ、ぞっとす
るような恐ろしいことが書かれています。たとえば、

「もし右の目なんじをつまずかせば、くじり出して捨て
よ。五体の一つ滅びて全身地獄に投げ入れられぬは益
なり」（マタイ五・二九）。私にとって、とりわけ恐ろ
しいのはマタイによる福音書 25 章 31 ～ 46 節の、すべ
ての国民が羊とやぎのごとく右と左に分けられる、あ
の最後の審判の場面です。後半だけ引用します。
　　  　「それから、左にいる人びとにも言うであろう、

『のろわれた者どもよ、わたしを離れて、悪魔とそ
の使たちとのために用意されている永遠の火には
いってしまえ。お前たちは、わたしが空腹のとき
に食べさせず、かわいていたときに飲ませず、旅
人であったときに宿を貸さず、裸であったときに
着せず、また病気のときや獄にいたときに、わた
しを訪ねてくれなかったからである。……これら
の最も小さい者のひとりにしなかったのは、すな
わち、わたしにしなかったのである』。そして彼ら
は永遠の刑罰を受け、正しい者は永遠の生命に入
るであろう」。

私が「恐ろしい」というとき、二つの意味があります。
一つは、「他者に仕えるために生きよ」との神の命令に
そむくとき、私は「永遠の刑罰を受け」なければなら
ない──だから恐ろしい。もう一つは、これらの最も
小さい者のひとりが空腹のときに食べさせ、かわいて
いるときに飲ませ、病気のときや刑務所に入っている
ときに訪ねる、なんてことはこの私にはとてもできそ
うもないから──だからこの命令が恐ろしいのです。

こういう私にとっては、トルストイの次の言葉はま
ことに手きびしく、さながら身を刺される思いがいた
します。
　　  　口先だけでなく、ほんとうに他人を愛しようと

思ったら、やっぱり口先だけでなくほんとうに自
分を愛することをやめなければならない。通常わ
れわれは、他人を愛していると思い、自分自身に
も他人にもそう思い込ませようとしているけれど、
じつは、それは口先だけで、ほんとうは自分を愛し
ている場合が多い。われわれは他人に食わせ、他
人を宿らせることは忘れるけれど、自分にそうす
ることはけっして忘れない。それゆえ、実際に他
人を愛するためには、他人の場合しばしばそれを

忘れるように、自分自身をも食べさせたり寝かせ
たりすることを忘れる術

すべ

を学ばねばならない。
　　  　人間の生き方には二つの極限がある。一つは己れ

の友のためにいのちを捨てることであり、もう一つ
は自分の生活条件をまったく変えないで生きるこ
とである。すべての人びとはこの二つの極限の中間
に生きている。ある者はすべてを捨ててキリストに
従った彼の弟子たちに比すべき生き方をしている
し、ある者は「生活を変えよ」と言われたら、すぐ
にそっぽをむいて去って行った金持の青年と同じ
生き方をしている。この両極の間に、一部自分の生
活を変えたザアカイのような人たちがいる。

よろこばしい言葉
（三）なぜよろこばしいのか。パスカルによると人間
は次の三種類に分けられるそうです──「第一は神を
見出してそれに奉仕する人びとで、彼らは賢くて幸福

0 0

である。第二は神を見出さないし、探しもしない人た
ちである。その人たちは愚かで愚劣である。第三はま
だ神を見出さないけれど、これを探している人たちで、
彼らは賢いけれどまだまだ不幸である。」（傍点柳生、以
下同じ）

ついでにもう少し、この問題について古今の賢者た
ちが言っていることを聞いて下さい。
　　  　他人に対して善を行なう者は、何よりも自分自

身に対して善を行なっているのである。その善に
対して報酬があるという意味ではなく、善を行な
ったという意識がすでに大きな喜び

0 0 0 0 0

を与える、と
いう意味においてである。

　　  　善を行なうのは喜ばしい
0 0 0 0

。自分の行なった善を
だれも知らないことがわかったら、その喜び

0 0

はま
すます増大する。

　　  　人間にとって、私欲を離れて他者のために働く
こと──つまりは永遠の神のために働くことほど
大きな
0 0 0

幸福はない。
これに似た言葉はほかにもたくさんありますが、それ
らはいずれも「他者に仕えるために生きる」人は大い
なる喜びと真の幸福を手に入れることができる、と言
っているのであり、それは結局マタイによる福音書 10
章 39 節の「自分のいのちを得ている者はそれを失い、
わたしのために自分のいのちを失っている者はそれを
得るであろう」とのキリストの宇宙をつらぬく真理の
言葉を解説したものにほかなりません。「仕えるために
生きよ」とは、ふしぎな、恐ろしい言葉です。が、こ
こにのみ人生の喜びと幸福と永遠の生命とがあるので
す。（引用は主としてトルストイ『文読む月日』（上）北御門二郎訳、地の塩

書房による）

（『いんまぬえる』（No.33）1984 年 10 月発行より）
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2013 東日本大震災復興支援ボランティアプロジェクト

	 実施期間：	第 1 回　7月 30 日～ 8月 3日
	 	 第 2 回　8月 27 日～ 8月 31 日
	 活動場所	：	宮城県南三陸町及び気仙沼市

2011 年の被災地救援ボランティア活動以来、南三陸での奉仕活動は今回で 3年目になりました。「人に
なれ　奉仕せよ」の校訓の下、多くの学生が少しでも被災した方々のお役に立ちたいとの思いを胸に、活
動を行っております。
南三陸町は、被災した建物の大半は撤去され浸水地域は一面の荒野のごとき状態です。かつての町の
中心地に町を再建することはかなわず、すべてが高台に築かれることになりますが、その作業は遅々と
して進んでいません。応急と名前のついた仮設住宅での暮らしも既に 2年を経過しており、被災者の皆
さんにはあきらめの表情も垣間見えます。その皆さんに、すこしでも元気になっていただこうと今年も
学生たちは頑張りました。
写真は、仮設住宅付近での側溝清掃です。働き手の職場が町内からなくなり、多くの皆さんが遠く内
陸部へ向かわれます。仮設住宅に残るのは、お年寄りばかり。そこで、若い力でいつもはできない清掃
を引き受けました。
そのほか、地域の草刈、支援物資の配布、仮設住宅の窓拭きなどの奉仕活動を行いました。しかしな
によりも大切なのは、地域の皆さんとの交流です。それぞれの作業の合間に、様々なお話をお聞きする。
時には仮設住宅の中に招かれることもありました。
これも、2年間の活動の蓄積が関東学院に心を開いて受け入れていただいていることにつながっている
と思います。

日本バプテスト同盟気仙沼教会での研修会
今年度も、ボランティアプロジェクトの主な活動場所は、宮城県南三陸町でしたが、そのうちの半日
を気仙沼市での研修に当てました。
気仙沼市は、人口も多く港湾から工場地帯、商業地区、住宅地区が広がる都市でした。その都市にも
容赦なく津波が襲いかかりました。重油タンクが爆発し、火災が発生したり、車の渋滞により逃げ遅れ
て犠牲になる、多くのビルに孤立した避難者も多数おられるなど、南三陸とは違った都市型の災害の姿
がそこにありました。
今回私たちは、その体験を少しでも持ち帰ろうと、現地の見学と併せ、バプテスト同盟気仙沼教会の
全面的なご協力をいただき、被災された教会員の方のお話を伺う機会を設けていただきました。
南三陸でのお話では、余りにも巨大な津波の来襲になすすべもなく、呆然とされていたというお話で、
なにしろ高台に逃げることが最優先でした。しかし、気仙沼では、人工物が多いなかで如何に身を守る
か様々なお話を伺えました。町の中にいた場合、どうすればいいか。何をしてはいけないか。お年寄り
や幼児、障がいをもたれた方々など社会的弱者をどのように守るべきか。
今回の体験は、学生たちのこれからの進むべき道に大きな指標となって心に残ったものと考えます。

まとめ
元の生活を取り戻す。それではじめて復興を成し遂げたといえるのではないでしょうか。であるとす
れば、現地の状況は余りにもかけ離れています。衣食住そして産業。われわれにその支援をすることは
できません。われわれにできることは、現地の皆さんに寄り添い、励ますことしかありません。もとの
笑顔に満ちた生活に少しでも近づき、復興したといえるまで、この交わりが絶えないように、していき
たいと思います。

（関東学院大学）

東日本大震災被災地を覚えて 2013 年夏
震災から 2年が過ぎたある日、学校に届いた一通の封書に目が留まった。福島県平市にあり、本校と同
じバプテスト同盟に所属する平幼稚園からの手紙であった。平幼稚園は、震災直後から原発の事故によ
る放射線被害から子どもを守る働きに力を尽くしてこられた。園庭表土の入れ替え、高圧洗浄機による
除染作業の結果、放射線量は下がってきたそうである。そして、震災後、砂場や草木で遊ぶ事が出来な
かった子どもたちのために、砂場の砂を入れ替えて砂場を再開する事、震災前と同じように季節ごとの
花や植物、野菜に囲まれた幼稚園にする事の両フロジェクトが進行で中ある事を知った。早速、園長先
生から詳細をお聞きし、写真なども快く提供して頂けたので、花の日礼拝などで全校生徒に報告し、そ
れらの事を神に祈っていく事とした。また、1学期の終わりには、生徒、保護者の方々にプロジェクトへ
の募金の呼びかけも行った。そして、7月の終わりに、平幼稚園を訪問し、集められた募金を直接お渡し
する事が出来た。幼稚園を訪問した当日は、ちょうど、福島県の平市で合宿を行っていた本校のインタ
ーアクト部の部員たちも合流し、平幼稚園の保護者の方々と共に 3トンの砂を整備された砂場に入れる
作業もお手伝いする事が出来た。保護者の方々からは、震災直後の事、そして今の事、また未来への希
望など貴重なお話しを沢山お聞きした。震災からの復興において、今回我々が出来た事は小さな事であ
り、これから出来る事も限られているのが現実である。しかし、イエス	キリストを土台とした「人にな
れ　奉仕せよ」という校訓のもとに活かされている我々は、歩みを止める事なく歩み続けたいと思う。

（関東学院中学校高等学校）
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様々なボランティア活動
本校では以下の通り様々なボランティア活動が実施されました。
2012 年 11 月～ 2013 年 8 月　鉄道フェスタ江ノ電Nゲージ展、関東学院六浦小学校夏の夕べなど、東
京、および神奈川の小学校やショッピングモールなど 12 ヶ所において、地元地域を走る鉄道ジオラマの
展示と、子どもから大人まで乗車できるミニ電車の運転を実施（鉄道研究会）

2012 年 12 月、2013 年 3 月、8月　東北福幸支援ボランティア（高校生有志）
2013 年 5 月　赤い羽根募金参加（高校生有志）
2013 年 6 月　花の日礼拝後の施設訪問（1年生）
2013 年 6 月より　関東学院六浦こども園でのボランティア（インターアクト部、高校生有志）
2013 年 8 月　		広島でのボランティアキャンプ（中学生有志）、関東学院・親と子のひろば「おりーぶ」

夏祭りボランティア（鉄道研究会、中高生有志）
鉄道研究会は、自らの研究のみならず、鉄道模型の楽しさを多くの方に伝える活動を通して地域貢献
ができることを願って 12ヶ所で活動しました。外部からのご依頼も増えてきています。東北福幸支援ボ
ランティアは、3年目に入りました。生徒たちが現地で教えていただいたことや考えたことが、それぞれ
の生きる場につながるのだと気づくことを期待しています。1年生の施設訪問は、花の日礼拝に合わせて
皆で持ち寄った花を、近隣の福祉施設や学校にお届けしました。ボランティアキャンプは、今年度から、
「共に生きる」ことを学ぶために、広島女学院のご協力のもと、広島での平和学習を組み入れました。「お
りーぶ」での夏祭りには、クラブでの参加のほか、有志による参加も多くあり、今後も継続していきた
いと願っています。また、3年生「福祉・ボランティア」という授業と、6年生の「ボランティア講座」
という授業（いずれも選択授業）では、金沢区の社会福祉協議会と柳町ケアプラザのご協力を経て、体
験学習も取り入れながら、ボランティアについて学んでいます。
それぞれの取り組みを通して、神に愛された人として、互いを大切に思う心が養われることを祈って
います。
いずれも「おりーぶ」での活動

（関東学院六浦中学校・高等学校）

祈りで支える―――ルワンダの佐々木和之先生
支援を通して学ぶこと
アフリカの中央部に位置する小さな国、ルワンダ。「千の丘の国」ともよばれる、美しい丘が連なる国
です。そんなルワンダで 1994 年 4 月、とてもたくさんの人が虐殺されるというできごとがおこりました。
殺した人は見知らぬゲリラではなく、近所の人、隣りの人、村長さん、というように、ふだん顔見知り
同士の殺し合いでした。生き残った人は殺した人を知っていますし、殺した人は、生き残った人に顔を
見られているために報復を恐れている……人々の心は暗い闇で覆われました。佐々木和之先生はそのル
ワンダで人々の和解のために働いています。ルワンダの人々の心の中に残る憎しみが赦しへとかわるよ
う、活動しています。関東学院小学校では 2005 年より、佐々木先生の活動を支援しています。
佐々木先生は帰国のたびに関東学院小学校でお話をしてくださっています。2012年 11月にも学校へ来
てくださいました。先生をお迎えする前の準備として、全校礼拝でキリスト教委員の児童によるルワン
ダの国の紹介やジェノサイド（大量殺戮）のこと、佐々木先生の活動についての発表がありました。キ
リスト教委員は本やインターネット、佐々木先生から送られてきていた活動のお知らせ、今までキリス
ト教委員が発行してきた「アマホロ」（ルワンダについて書かれた新聞。ルワンダ語で「平和」の意）な
どから原稿をまとめて発表しました。
当日、佐々木先生のメッセージで全校礼拝をまもったあとには、低学年、高学年に分かれてルワンダ
の話を聞きました。ルワンダは高地にあるため涼しいこと、野生のゴリラを見に世界中から観光客がお
とずれること、……つぐないのプロジェクトのこと、ジェノサイドの被害者と加害者の間での和解が少
しずつ進んでいること、などです。
児童のお祈りにはいつも、「ルワンダの佐々木先生の上にお恵みがありますように」という願いが入っ
ています。遠く離れたルワンダですが、佐々木先生を通して近くに感じます。佐々木先生を通してルワ
ンダで起こったことを知り、またルワンダで和解が進められていることを知りました。そして佐々木先
生の活動を通して憎むのではなく赦し、受け入れることの大切さ、人に仕えるということを教えていた
だきました。これからも佐々木先生の和解を進める活動の上に主の導きがあるように、またルワンダの
人々の上に平和があるように全校で祈っていきます。

（関東学院小学校）

（P.31 ～ P.33 に掲載した写真とその説明文は、２０13 年 1０ 月 ２9 日から 11 月 ２1 日までフォーサイト ２1 の 1 階エントランス・ロビーで学院史資料室が開催し
た、学院史資料展「建学の精神と『校訓』２０13」の記録である。また同資料は、同年 1２ 月 1６ 日、みなとみらい大ホールで開催された関東学院クリスマスコ
ンサートの会場ロビーでも展示された。）
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「人になれ　奉仕せよ」の心がここにある

私たちが支援しているカレン族のティワタ寮が今年、創立 20 周年を迎えました。8月に関東学院六浦
小学校タイ訪問団がティワタ寮を訪問したときに、記念礼拝が行われました。
礼拝の中で、寮の創設に関わられた先生が、このようなことを話されていました。
「初めは本当に小さな働きでした。小さな働き手が多くの人に支えられ、祈られて歩む中で、このよう
に働きは神さまの祝福により豊かにされ教会も与えられました。今日は、その祈り手であり、支え手であ
る方々が、バンコクから、そして日本から来てくださっています。こうして共に 20 周年をお祝いし、礼
拝できることを嬉しく思います。」
そして、使徒言行録 20 章 35 節を開き、
「聖書には、『受けるよりは与える方が幸いである。』と書かれています。みなさんは誰に何を与えるこ
とができますか。」
と、問いかけました。そして、このように言葉を続けました。
「私たちができるのは、隣の人に愛を与えるということです。いま隣にいる人に、です。小さなことに
思えるかも知れませんが、これは神さまが最も喜ばれることなのです。」
このお話を聞いたとき、ふと納得できたことがあります。この寮の子たちは、両親と離れて生活をして
いるので寂しいはずです。しかし、その生活はお互いを思いやる心にあふれ、生き生きしています。本
質的な豊かさがあるように見えます。これは何故なのかということに合点がいったのです。この寮の子
たちは、与えることの幸いを神さまからいただいているのだと思ったのです。この礼拝の前日、タイ訪
問団の参加者が、ティワタ寮で出会って仲の良くなったお友達からカレン族の衣装をもらっていました。
カレン族の正装です。この衣装を着て、この礼拝に出席していました。私たち日本人のように何枚も服
があるわけではありません。衣装をプレゼントした子はなんとも嬉しそうな顔をしていました。
「人になれ　奉仕せよ」の心がここにあるように思いました。

（関東学院六浦小学校）

小さな人に思いを寄せ
大きな人のぬくもりを感じて
4 月、こども園となり 0～ 6歳児の子どもたちが生活する場となりました。日常生活の中で、異年齢の
関わりがこども園のあちらこちらで生まれています。
この写真は、トイレのエアータオルで手を乾かす 2歳児を助けている 5歳児の写真です。そっと後ろ
から、優しく、小さな手を支えています。
自分がしてもらったら嬉しいことを他者にもしたいと思う心が子どもたちに芽生えます。
子どもたちは、小さな人に思いを寄せ大きな人のぬくもりを感じて・・・共に育ち合っています。

『タイの子どもたちに手紙を書こう！』
他者を意識する生活の中で、5歳児はまだ会ったこともない人に思いを馳せるようになりました。貧し
くて自宅から学校に通うことができず寮生活をしているタイの子どもたちの話を聞き『タイの子どもた
ちに手紙を書こう！』という取り組みもその思いから始まりました。手紙には、タイの子どもたちの生
活のことや好きな遊びなどに関する質問と自分達の紹介を書きました。
この写真は、手紙をタイの子どもたちに届けた時の様子です。届けに行った先生から様子を聞いて、子
どもたちは喜びました。そして、その喜びは東北の平幼稚園の子どもたちの砂場を再開するためのプロ
ジェクトへとつながってゆきます。子どもたちが作ったコロコロクッキーをお祭りで販売してその売上
金を募金しようと、ただ今計画中！です。

（関東学院六浦こども園）

協同と共同、そして協働していく喜び
今年度、園から 300mの所に 50㎡の畑を借りて、農業経験を本格的に取り入れました。	〈子ども達＋

保護者＋教職員（含む法人内職員）＋大学OBOG＋港南区地域＋横浜市内外の一般企業〉の繋がりがも
たらす実りとなっています。8月 2日には第 1回の夏野菜収穫パーティーを開催し、10 月現在は秋ナス・
ピーマンに加えて、大根の間引きを終えたところです。
ヴィゴツキー（旧ソビエトの心理学者　1896 － 1934）は発達とは本来社会的なものであり、子どもは
生まれた時から家族、仲間、教師等、他者との交流を通して社会的に様々な事を学び、自分と他者の違
いをすり合わせながら、自らの特性や個性が育つと言っています。
幼稚園や保育園は 0歳～未就学児が集団で生活し、様々な関係を織りなす場です。のびのびのば園
はさらに、年齢・立場を超えた人々との「共に生きる」実践の場となりました。畑の協働作業（＝ co-
operation）だけではなく、作物を育てるという課題、目標に向かって各自が分担し、育ち具合や作物を共
有することの協働学習（＝ collaboration）をしています。土作り、種蒔、水やり等の過程を共有し、交流、
探究することで互恵的に学び合っています。
他者との相互関係を通して、新しい考えや思考方法に出会ったり、自らの固定観念を捉えなおしたり、
自身のアイディアを修正したり、膨らませたり…幼い時からこのような環境に育つ子ども達です。

（関東学院のびのびのば園）
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『人ばしら』は関東学院神学部に在学中に召天した鈴
木庸一の追悼集で、学院の同窓生 10 名が学院やセツル
メント関係者の援助を得て刊行したものである。

庸一は 1935 年 7 月 10 日に農漁村伝道実習のために
学院から和歌山県にある紀南労祷学園に派遣され、海
岸で子供たちを指導していた7月30日に土用波にさら
われて溺死した。多くの人に愛され将来を嘱望されて
いた 22 歳の死である。

この追悼集には庸一と関係のあった小学校から神学
部の学友、恩師、奉仕した教会、セツルメント関係者
66 名が追悼文を寄せている。

学院長の坂田祐も「人ばしら」と題した一文を寄せ、
庸一の死は学院のために献げられた「人ばしら」で、学
院はこの人柱の上に将来新日本の建設に重大な役割を
果たすと庸一の死に思いをはせている。編集者も庸一
の死を端的に表徴する言葉として「人ばしら」を書名
とし、坂田に揮毫を依頼した。

庸一は『学院史資料室ニューズ・レター　No.14』で
紹介した鈴木半次郎の次男として 1913 年 7 月 27 日に
関東学院の前身である東京小石川の日本バプテスト神
学校で生まれた。半次郎は博徒からクリスチャンにな
り、学院の賄い夫として横浜バプテスト神学校、日本
バプテスト神学校、東京学院、関東学院と学院に 24 年
間奉職し、千葉院長より怖い人と学生に怖がられてい

ながらも、神学校のお父さんと慕われ、信仰的な影響
を与えた。讃美歌作家で関東学院の教員藤本伝吉によ
る『ヽ

ちょぼ

一
いち

の半治』（鈴木半治郎伝）と題した伝記がある。
学友、恩師は庸一の印象を「真実を愛する人」、「内

的苦悩の連続」、「良心的で、純真」、「死に物狂いの自
己探求の生活」、「真剣さ、思想的信仰的に人に知られ
ない苦しみをした。」と真剣に自己の人生のあり方を探
求し続けたと記している。真実な生き方を求め、学友
と夜を徹して議論したり、神学部をやめ労働者になり
働く人の友になるべきかと悩んだ。庸一が社会事業部
に入学した 1931 年代は農村では冷害、都市では不況に
よる労働争議や失業と深刻な社会問題が起こり、キリ
スト教の福音によって社会改革を志向した学生キリス
ト教運動（SCM）が起こった。神学部では友井楨教授
や多くの学生もこの運動に共鳴した。庸一は「社会の
矛盾との戦い」、「社会科学研究への熱意」、「この世の
不幸との戦い」に向かいあい、そして、「社会問題と
キリスト教の統一の中に自分を見出そう」と社会の貧
困問題解決のためにセツルメント活動に熱心に取り組
み「セツルメントの旗手」と言われた。また、「夜半謄
写版で『欠食児童を救へ』、『児童の健康相談所を作ろ
う』と印刷物」をつくり児童の環境改善のための活動
もした。

庸一は学業も優秀で「新約も旧約も原書」で読むこと
が出来たほどであり、恩師から「将来伝道界に貢献」
できると期待された人材であり、教会で青年会長や日
曜学校主事として奉仕していた。

庸一は東京学院神学部が関東学院に併合されるに伴
い府立四中から関東学院中学部に転入し、1931 年 4 月
社会事業部（神学部予科）に入学した。この年は社会
事業部の授業の一環であるセツルメントの活動が活発

学院史資料の紹介
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になった年である。学院は 1928 年から学院設立の主旨
である奉仕を実践することと、社会事業部生の実習の
ために学院の近くの庚耕地の谷戸でセツルメント活動
を始めた。その後、庚耕地が不良住宅地域に指定され
立ち退きを迫られ、活動の拠点を市内の浦島町の共同
長屋の 6 畳の部屋に移した。セツルメント付近の百所
帯は畳 3 枚に親子 4 人、電燈も 2 世帯が共同使用。大
部分の人が日雇及び土工で極貧の状況にあった。1931
年には社会事業部の渡部一高教授の発案で、全国から
の募金を募りセツルメント会館「前進館」が建設され
た。

セツルメントは学生、教員が貧困地域の生活向上の
ために、その場所に拠点を設けて活動することである。
学院のセツルメント活動は労働問題の講座、職業相
談と斡旋、医療、児童に対する学業の補習、日曜学校、
女子に裁縫、キャンプ、遠足、運動会等多岐に行われ
ていた。セツルメント奨学金で夜学で学ぶ制度もあり、
社会福祉関係者から高い評価を受けていた。

学院関係者も人的にも物質的にも積極的に応援した。
宣教師のコベル先生は日曜学校で児童にキリスト教の
話をしたり、クリスマスの行事にも参加した。渡部一
高教授の花子夫人は少女に裁縫を教えたり、ご家庭に
学生を招き食事を提供した。坂田院長も労働学校の卒
業式に参列して労働者を励ました。

庸一は夏休み期間中「前進館」に泊り込み子供たち

の学習の指導や夏季キャンプのキャンプリーダーとし
て活動した。キャンプは工場の煙突からでる煤煙から
離れ、郊外の自然の中でテントを張り、川遊びやキャ
ンプファイヤーと子供たちにとって最も楽しい時であ
った。

ある少女は、「補習学校が生まれて以来、鈴木先生は
何も知らない私達のために何時も時間を正確に熱心に
英語を教へ励まして下さいました。先生が御自分でタ
イプを打ったり、或は謄写版で刷ってくださった、ア
ルファベットや単語スペリングなどの集を見る毎に先
生の発音基礎の順序をていねいに教えていただいた事
が思い浮かんで厚意の深いことを感謝しています。」と
その丁寧な指導に感謝している。

庸一は教会でもセツルメントでも子供たちに慕われ、
「子供たちを愛した。深く子供たちを愛した。」、それは
「まず、子供から教わる気持ちで接しなければいけな
い」と虚心に接した。庸一の死をキャンプ場で知らさ
れた子供たちは「八月のキャンプに庸ちゃんの追悼会
を開いたとき子供達は先生の死を悼んで皆な泣いた。」、

「みな心を一つになって泣けた。皆の心にある鈴木先
生の愛情がひたひたと大きな力でその雰囲気を覆って
いた。」。そして庸一の「感想文を一人残らず書いた。」。
この感想文はセツルメントから『おもひで』と言う文
集になり刊行された。

坂田の師内村鑑三は『後世への最大遺物』で、人は
この世に生を受け、この世に遺すことのできる最大遺
物は高尚なる生涯であると述べている。半次郎、庸一
親子はキリスト者としての高尚な生涯をおくり、その
生き方と信仰の遺産を学院に遺していかれた。

＊「」は『人ばしら』の記述

学院史資料の紹介『人ばしら』鈴木庸一写真

関東学院セツルメント関係教授と学生

資料・情報提供のお願い
卒業生、修了生、元教職員の皆様には学院に関する資料・情報の提供をお願いいたします。現在の教職員の皆様には各

学校、各部署等で発行されました刊行物を一部、学院史資料室にご寄贈くださいますようお願いいたします。また、各
所で作成されたのち、既に保存期間を超えたか、不要になっている過去の書類、機器・備品、写真などにつきましても、
情報を提供していただけますようご協力をお願いいたします。（関東学院 法人事務所 学院史資料室）

学院史資料室ニューズ・レター（No.17）2014.2  │ 35

学院史資料の紹介



KANTO GAKUIN Archives

発行人 関東学院 学院長 森島牧人
編 集 『関東学院学院史資料室ニューズ・レター』編集委員会
〒２３６‐８５０１ 横浜市金沢区六浦東１‐５０‐１
TEL．０４５‐７８６‐７０６６ FAX．０４５‐７８６‐２９３２

関東学院 校訓

再生紙を使用しています

関東学院学院史資料室  ニューズ・レター　第17号 発行日  2014（平成26）年2月2８日

2014.2.2８.1100

2013 年 6 月、横浜外
国人墓地にあるネイ
サン・ブラウン博士夫
妻墓碑の前に関東学
院と捜真学院の連名
によりネイサン・ブラ
ウン博士夫妻顕彰板
を設置した。この機会
にその顕彰板を紹介
すると共にネイサン・
ブラウン博士本人に
ついても記述する。ま
た、本学院と捜真学院
との関係も少しく記す。

日本におけるバプテスト初代宣教師

ネイサン・ブラウン Nathan Brown（1807 ～ 1886）
は、1873（明治 6）年、65 歳のときに夫人シャーロッ
テと来日した、アメリカ・バプテスト・ミッショナリ
ー・ユニオン派遣の日本におけるバプテスト初代宣教
師であった。

来日前は、ビルマおよびインドのアッサムで宣教師
として働き、1848（嘉永元）年、アッサム語で『新約
聖書』を完成させた。現地で令嬢と令息を病気で失い、
1855（安政 2）年、本人も健康を害して帰国した。そ
の後本国ではリンカーン大統領に奴隷解放を進言する
など奴隷解放運動を推進した。

来日後、驚異的な語学力で日本語を習得し、1879（明
治 12）年には、日本で最初の新約聖書の全訳『志無也
久世無志與』（しんやくぜんしよ）を出版した。ギリシ
ャ語の各種写本を参照し、本文の意味を忠実に、しか
も一般の人々に読まれる平易な日本語に訳出した。最
晩年にブラウンは、この聖書の改訂を A・A・ベンネ
ット（関東学院創立者、前身「横浜バプテスト神学
校」初代校長）に依頼し、彼によって最終改訂版が出
版された。横浜外国人墓地の墓碑には“God bless the 
Japanese.”と刻まれている。この言葉は、外国人が生
涯と死を通して示し、日本人のために捧げた祈りであ
る。彼の祈りは、学院の校訓「人になれ　奉仕せよ」
に通じているのである。

1884（明治 17）年には、関東学院の源流である横浜
バプテスト神学校の設立会議を主宰し、同年山手に開
校以降、召天時まで支援したことから、関東学院にお

いては学祖と呼ばれる。
横浜第一浸礼教会（現在は

「日本バプテスト横浜教会」
と改称―中区寿町、日本で最
初のバプテスト教会で、日本
で 2 番目のプロテスタント
教会）の初代牧師はブラウン、
二代目牧師はベンネットで
ある。

1945（昭和 20）年 5 月 29
日、横浜大空襲のため、関東学院は多くの建物や設備を
焼失した。神奈川中丸にあった捜真女学校校舎も全焼
した。関東大震災のときは捜真女学校は焼け残ってい
たので、関東学院中学部は校舎を借りて午後から授業
を継続した。第一回卒業式も捜真女学校講堂で行い無
事卒業生を送り出したことがある。横浜大空襲の際に
は、捜真女学校に校舎の使用を許可し、焼け残った中
学部本館（現在の旧中学校本館）で、捜真女学校、関
東学院中学部、同航空工業専門学校の三部授業を続け
た。

捜真学院は、関東学院の姉妹校である。同じアメリ
カ・バプテスト・ミッショナリーから派遣された宣教
師を創立者（捜真学院：シャーロッテ・ブラウン、関
東学院：A・A・ベンネット）に持つからである。そ
の深い関係はそれだけではない。当時、関東学院初代
学院長であった坂田祐が、捜真学院の校長を 1932（昭
和 7 年）から 1946（昭和 21）年まで兼任したことがあ
るからである。

（瀬沼達也編著）

ネイサン・ブラウン博士夫妻顕彰板の設置
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墓碑左手に設置されたネイサン・ブラウン博士夫妻顕彰板
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